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第1章 河川整備計画の目標に関する事項

第1節 目域の概要

く じ が ゎ  _ や み そ さ ん  _
久慈川は, その源を茨城県, 福島県, 栃木県との県境に位置する八構山 (標局

_ た な ぐ ら ま ち

1 , 0 2 2 m ) に 発 し , 山 間 部 を 北 東 へ 流 れ て , 福 島 県 東 白 川 郡 棚 倉 町 で 南 流 し , 茨 城
や ま だ が わ  さ と が わ

県に入り常陸大宮市に至つて流向を東に変え,  山田川, 里川等の支流を合わせ,

日立市と東海村の間で太平洋に注ぐ一級河川である。

久慈川は,流域面積1,490km2, 流 路 延 長 5 2 7 k m ( 幹 川 1 2 4 k m , 支 川 4 0 3 k m )

に お よ び ,  本計画の対象区間である久慈川圈域は, 流域面積で全体の約65%にあ

た る 9 5 0 k m2 , 流 路 延 長 3 0 1 k m ( 幹 川 4 2 k n , 支 川 2 5 9 k m ) と な っ て い る 。 本 圏 域

の河川数は33河川で, 久 慈 川 に 直 接 流 入 し て い る 河 川 は 1 3 河 川 で あ る 。

久慈川の上流部は山地であるが, 中下流部は肥沃な平野を形成し, 農産物の産

出 も 多 い 。  河 ロ に近い下流部右岸は原子力研究開発機構のある那珂市, 東海村に

接 し ,  ま た 左 岸 は 一 大 工 業 地 帯 を 形 成 す る 日 立 市 が 位 置 し て お り , 北 関 東 地 方 に

おける社会,  経 済 の 重 要 な 基 盤 の ひ と っ と な っ て い る 。

なお, 久慈川圈域は県内の水系の中でも特に自然豊かであり,  人 ロ や 産 業 な ど

の動向を注視しっつ, 自 然 環 境 や 景 観 の 保 全 に 重 点 を お い た 整 備 を 行 つ て い く 必

要 が あ る 。

図一1.1 に久慈川圈域図を示す。

( 地 形 ・ 地質)

本圈域の地形は, 上流部左岸側の阿武隈山地, 右 岸 側 の 八 構 山 地 に よ る 山 地 ・

丘 陵 地 が 流 域 面 積 の 約 7 5 % を 占 め て お り , 約 2 5 % が 台 地 - 低 地 の 平 野 部 で あ る 。

久慈川流域には日本列島最古と想定される地層 (変成岩類により構成)  か ら 最

も新しい沖積層の地層まで様々な地層が分布している。 ま た ,  久慈川の流域の地

質 は 地 質 構 造 上 か ら ① 里 川 よ り 東 側 の 阿 武 隈 山 地 ・ 多 賀 山 地 の 地 質 , ② 本 川 よ り

西側の八溝山地とその周辺の地質, ③本川と里川に挟まれた久慈山地の地質, ④

本川右岸の那珂台地の地質,⑤本川下流域の低地の地質, の 5 つ に 区 分 さ れ , そ

れ ぞ れ の 山 地 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 地 質 は 大 き く 変 わ る 。

ま た , 茨 城 県 北 地 域 に は ,  日 本 最 古 と さ れ る 5 億 年 前 の 地 層 な ど 多 様 な 地 質 を

有 し て い る 。
(一部削除)
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第1章 河川整備計画の目標に関する事項

第1節 圈域の概要

く じ が わ  - や み f さ ん  _
久慈川は, そ の 源 を 茨 城 県 , 福 島 県 , 栃 木 県 と の 県 境 に 位 置 す る 八 溝 山  (標r旨,

_ た な ぐ ら ま ち

1,022m) に 発 し ,  山 間 部 を 北 東 へ 流 れ て ,  福島県東白川郡棚倉町で南流し, 茨城
上 や ま だ が わ  さ と が わ

県 に 入 り 常 陸 大 宮 巾 に 至 つ て 流 向 を 東 に 変 え ,  山田川, 里川等の支流を合わせ,

日 立 市 と 東 海 村 の 間 で 太 平 洋 に 注 ぐ 一 級 河 川 で あ る 。

久 慈 川 は , 流 域 面 積 1 , 4 9 0 k m2 , 流 路 延 長 5 2 7 k m ( 幹 川 1 2 4 k m , 支 川 4 0 3 k m )

に お よ び ,  本計画の対象区間である久慈川圈域は, 流域面積で全体の約65%にあ

た る 9 5 0  k m2, 流 路 延 長 3 0 1 k m ( 幹 川 4 2 k n , 支 川 2 5 9 k n )  と な っ て い る 。 本 圏

域 の 河 川 数 は 3 3 河 川 で ,  久 慈 川 に 直 接 流 入 し て い る 河 川 は 1 3 河 川 で あ る 。

久慈川の上流部は山地であるが, 中下流部は肥沃な平野を形成し,  農産物の産

出 も 多 い 。  河口に近い下流部右岸は原子力研究開発機構のある那珂市, 東海村に

接 し ,  ま た 左 岸 は 一 大 工 業 地 帯 を 形 成 す る 日 立 市 が 位 置 し て お り ,  北関東地方に

お け る 社 会 ,  経 済 の 重 要 な 基 盤 の ひ と っ と な っ て い る 。

な お ,  久 慈 川 圏 域 は 県 内 の 水 系 の 中 で も 特 に 自 然 豊 か で あ り ,  人口や産業など

の動向を注視しっつ,  自然環境や景観の保全に重点をおいた整備を行つていく必

要 が あ る 。

図一1.1 に久慈川圏域図を示す。

( 地 形 ・ 地 質 )

本 圏 域 の 地 形 は ,  上流部左岸側の阿武隈山地, 右 岸 側 の 八 溝 山 地 に よ る 山 地 ・

丘 陵 地 が 流 域 面 積 の 約 7 5 % を 占 め て お り , 約 2 5 % が 台 地 ・ 低 地 の 平 野 部 で あ る 。

久慈川流域には日本列島最古と想定される地層 ( 変 成 岩 類 に よ り 構 成 )  か ら 最

も 新 し い 沖 積 層 の 地 層 ま で 様 々 な 地 層 が 分 布 し て い る 。  ま た ,  久慈川の流域の地

質 は 地 質 構 造 上 か ら ① 里 川 よ り 東 側 の 阿 武 隈 山 地 ・ 多 賀 山 地 の 地 質 , ② 本 川 よ り

西側の八溝山地とその周辺の地質, ③本川と里川に挟まれた久慈山地の地質, ④

本川右岸の那珂台地の地質,⑤本川下流域の低地の地質,  の 5 つ に 区 分 さ れ ,  そ

れ ぞ れ の 山 地 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 地 質 は 大 き く 変 わ る 。

ま た , 茨 城 県 北 地 域 に は ,  日 本 最 古 と さ れ る 5 億 年 前 の 地 層 な ど 多 様 な 地 質 を

有 し て解 ン 、 し ? pa・ 又_ リ 1:い る 。

1

-1-





変 更 後 変 更 前

(気候)

本圈域の年間平均気温※'は 約 1 3.7°Cと,県央(水戸

0 . 8°C低い。また,年間降水量は約1,402mmであり,

2 % 程 度 多 く な っ て い る 。

※ 1 : 11l

(気候)

本圈域の年間平均気温※'は,約13.1°Cと県平均イ

ま た ,  年間降水量は約1,430  mmであり,  県平均 ft

く な っ て い る 。

1i

現測所)の約 14.5°Cと比べ約

県央の約1,378mmに比べて

子 , 常 陸 大 宮 , 日 立 , 水 戸 観 測 所 の 平 均

ri約12.8°Cと比べ約0.3°C高い。

約 1 , 3 5 0 m m に 比 べ て 6 % 程 度 多

1 ; 大 子 , 常 陸 大 富 , 日 立 , 水 戸 観 測 所 の 平 均
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図一1.2 久慈川圈域の気象<H13̃E

(土地利用)

本 圈 域 は , 流 域 の 過 半 数 が 森 林 で あ る 。

i次 に 田 畑 が 多 く , こ れ だ け で 全 体 の 8 7 %

を 占 め る 。 一 方 , 宅 地 と し て の 利 用 は 約  1
6 % と な っ て い る 。

圏域内の上流域 ※ 2 は 山 間 地 帯 で あ る

ため山林や原野が多いのに対し,下流域

※ 3 で は 主 に 農 地 と し て 利 用 さ れ , 里 山

の 風 景 が 見 ら れ る 。 ま た , 市 街 地 は 下 流

部 に 集 中 し て い る 。

2 上 流 域 a E
品 陸 太 田 市 ( 旧 金 砂 郷 町 , 旧 水 府 村 , 旧 里 美 村 ?

常陸大宮市 ■ i
※ 3 下 流 域 : 日 立 市  ■業

常 陸 太 田 市 ( 旧 常 陸 太 田 市 )  ■i
那 珂 市  速

東海村 :j

2月

図一1.2 久慈川圏域の気象<H22̃R1気象J:

(土地利用)

本圈域は, 流域の過半数が森林である。

次 に 田 畑 が 多 く , こ れ だ け で 全 体 の 7 9 %

を 占 め る 。 一 方 , 宅 地 と し て の 利 用 は 約

7 % と な っ て い る 。

圏域内の上流域※2 は山間地帯であるた

め山林や原野が多いのに対し, 下流域※3

で は 主 に 農 地 と し て 利 用 さ れ , 里 山 の 風

景 が 見 ら れ る 。 ま た , 市 街 地 は 下 流 部 に

集 中 し て い る 。

※ 2 上 流 域 : 大 子 町
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東海村
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変 更 後 変 更 前

( 人 口 )

本圏域の人口は,令和元年

1 0 月 現 在 , 約 1 4 6 , 0 0 0 人 で

あ る 。 こ の 内 , 上 流 域 に 約

4 4 % , 下 流 域 に 約 5 6 % が 在

住 し て お り , 下 流 域 の 人 口

が 比 較 的 多 く な っ て い る 。

な お , 関 連 自 治 体 の 人 ロ

を 見 る と , 昭 和 時 代 は 人 口 が

(人 ロ )

本圏域の人口は, 平 成 2 2  ( 言。人

年 4 月 現 在 ,  約165,000人 45
40

で あ る 。  こ の 内 ,  上流域に 35

30

約 4 6 % ,  下 流 域 に 約 5 4 % が  2 5

在 住 し て お り ,  下流域の人 2°
15

口 が 比 較 的 多 く な っ て い る 。  '°
5
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を 見 る と 昭 和 時 代 は 人 口 が  量重基基基基 1
増 加 し て い た が , 平 成 に 入 つ

て か ら は 減 少 傾 向 と な っ て い  図一1 .4

る 。

( 史 跡 ・ 名 勝 , 文化財等)

本 圏 域 の 北 部 は ,  蛇 行 す る 美 し い 渓 谷 と な
た き が わ

っ て お り ,  支川滝川の袋田の滝には四季を通

じ て 観 光 客 が 訪 れ て い る 。 中 ・ 上 流 部 で の 「 観

光 や な 」 は ア ュ 釣 り と と も に , 清 流 に 意 ま れ

た 久 慈 川 を 象 徴 す る も の で あ り , 流 域 を 代 表

す る 風 物 詩 に も な っ て い る 。

ま た ,  常 陸 太 田 市 は 水 戸 徳 川 家 と 深 い 関 連

が あ り , 徳 川 光 圀 の 隠 居 所 西 山 荘 , 累 代 の 墓

所 瑞 竜 山 な ど が あ る 。
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が あ り ,  徳川光圀の隠居所西山荘, 累代の墓
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変 更 後 変 更 前

第2節 河川整備の現状と課題

1. 治水における現状と課題

(1) 過去の主要な洪水の概要

明治以降に久慈川流域で発生した主な洪水は表一1.1に示すとおりである。中でも

大 正 9 年 1 0 月 の 洪 水 は 特 に 被 害 が 大 き く , 久 慈 川 は も と よ り 各 支 川 で 堤 防 が 決 壊

し , 沿 川 は 泥 海 と 化 し た 。

近 年 で は , 平 成 3 年 , 平 成 1 1 年 , 平 成 2 3 年 に 台 風 等 に よ り 大 き な 洪 水 被 害 が

生 じ て お り ,  特に大子町では多くの浸水被害が発生した。

令 和 元 年 1 0 月 洪 水 ( 令 和 元 年 東 日 本 台 風 ) で は , 基 準 地 点 の 山 方 上 流 域 の 2 日

雨量が戦後最大を記録し,久慈川流域で越水や溢水による家屋の浸水,護岸崩壊等

の 甚 大 な 被 害 が 発 生 し た 。

表 一 1 . 1 主 要 な 洪 水 被 害 状 況

第2節 河川整備の現状と課題

1. 治水における現状と課題

(1) 過去の主要な洪水の概要

明治以降に久慈川流域で発生した主な洪水は表一1.1に示すとおりである。 中 で も

大 正 9 年 1 0 月 の 洪 水 は 特 に 被 害 が 大 き く , 久 慈 川 は も と よ り 各 支 川 で 堤 防 が 決 壊

し 沿 川 は 泥 海 と 化 し た 。

近 年 で は , 平 成 3 年 , 平 成 1 1 年 , 平 成 2 3 年 に 台 風 等 に よ り 大 き な 洪 水 被 害 が

生 じ て お り ,  特に大子町では多くの浸水被害が発生した。

表 一 1.1  主要な洪水被害状況

洪水名 被 害 状 況 洪水名 被 害 状 況

明 治 2 3 年 8 月 5 日  (台風)

明 治 4 3 年 8 月 1 1 日  (台風)

死者500余人,  家 屋 : 流 出 1 , 8 0 0 戸 ,  床 上 1 万 戸 。 明 治 2 3 年 8 月 5 日  (台風)

明 治 4 3 年 8 月 1 1 日  (台風)

大 正 9 年 1 0 月 1 日  (台風)

昭 和 1 3 年 6 月 2 8 日

( 台 風 ・ 梅 雨 前 線 )

昭 和 2 2 年 9 月 1 5 日

( カ ス リ ン 台 風 )

昭 和 6 1 年 8 月 4 日

( 台 風 1 0 号 か ら の 熱 帯 低 気

圧)

平 成 3 年 9 月 1 8 日

( 台 風 1 8 号 , 秋 雨 前 線 )

平 成 1 1 年 7 月 1 3 日

(熱帯低気圧)

平 成 2 3 年 9 月 2 1 日

( 台 風 1 5 号 )

死 者 5 0 0 余 人 ,  家屋 流出1,800戸,  床 上 1 万 戸 。

楊 死 者 1 1 9 名 ,  家屋 流 出 3 7 戸 ,  堤 防 決 壊 ( 久 慈 川 ,  里川,  山

田 川 ) 。

雨 量 2 3 4 m m ( 大 子 ) 。 死 者 行 方 不 明 9 0 人 ,

家 屋 流 出 2 0 6 戸 ,  家 屋 全 ・ 半 壊 2 7 3 戸 , 床 上 浸 水 5 , 6 1 8 戸 。

常 陸 太 田 の 日 雨 量 3 1 9 m m ,  山 方 及 び 抽 橋 の 2 日 雨 量 は そ れ ぞ れ
242mm,301mm。

家屋浸水450戸,  家 屋 流 出 5 戸 , 家 屋 半 壊 7 戸 。

山 方 上 流 域 の 2 日 雨 量 は 1 5 0 m m 。

日 立 に て 死 者 2 7 名 , 罹 災 者 1 , 3 5 7 名 。  日 立 電 鉄 4 日 間 不 通 。

4日の圈域平均雨量は170 mm。

圈域内の被害は, 浸水面積733ha ,

床下浸水320戸,  床上浸水250戸,  家 屋 半 壊 1 1 戸 ,  全 壊 1 戸 。

1 9 日 の 圈 域 平 均 雨 量 は 1 7 5 m m 。

圈域内の被害は, 浸水面積157ha ,

床下浸水182戸, 床上浸水185戸, 家 屋 半 壊 2 戸 。

1 4 日 の 圏 域 平 均 i=li量 は 1 0 7 m m 。 大 子 は 1 6 0 m m 。

圈域内の被害は, 浸 水 面 積 6 3 h a , 床 下 浸 水 2 7 戸 , 床 上 浸 水 1 8

戸 。

圏域平均総雨量は大子で210mm。

大子町の被害は, 床下f受水42戸, 床上f受水32戸。

溺 死 者 1 1 9 名 ,  家 屋 : 流 出 3 7 戸 ,  堤 防 決 壊 ( 久 慈 川 , 里 川 ,  山

田 川 ) 。

大 正 9 年 1 0 月 1 日  (台風)

昭 和 1 3 年 6 月 2 8 日

( 台 風 ・ 梅 而 前 線 )

昭 和 2 2 年 9 月 1 5 日

( カ ス リ ン 台 風 )

昭 和 6 1 年 8 月 4 日

(台風10号からの熱帯低気圧)

平 成 3 年 9 月 1 8 日

( 台 風 1 8 号 , 秋 雨 前 線 )

平 成 1 1 年 7 月 1 3 日

(熱帯低気圧)

平 成 2 3 年 9 月 2 1 日
( 台 風 1 5 号 )

雨 量 2 3 4 m m  (大子)。  死 者 行 方 不 明 9 0 人 ,

家屋 .111t出 2 0 6 戸 , 家 屋 全 ・ 半 壊 2 7 3 戸 , 床 上i要i水 5 , 6 1 8 戸 。
常 陸 太 田 の 日 雨 量 3 1 9 m m ,  山 方 及 び 榊 橋 の 2 日 雨 量 は そ れ そ れ
242mm,301mm。

家 屋 長 水 4 5 0 戸 , 家 屋 流 出 5 戸 ,  家 屋 半 壊 7 戸 。

山方上 .f5fi:域の2日雨量は150mm。

日 立 に て 死 者 2 7 名 ,  罹 災 者 1 , 3 5 7 名 。  日 立 電 鉄 4 日 間 不 通 。

4日の圏域平均雨量は170mm。

圈域内の被害は, 長水面積733ha,

床 下 浸 水 3 2 0 戸 , 床 上、11i水 2 5 0 戸, 家 屋 半 壊 1 1 戸, 全 壊 1 戸。

19日の圈域平均雨量は175mm。

圈域内の被害は, f受水面積157ha,

床下浸水182戸, 床上1要_水 1 8 5 戸 ,  家 屋 半 壊 2 戸 。

1 4 日 の 圈 域 平 均 雨 量 は 1 0 7 m m 。 大 子 は 1 6 0 m m 。

圈域内の被害は, f 受 水 面 積 6 3 h a , 床 下 浸 水 2 7 戸 , 床 上 長 水 1 8
戸 。

圈域平均総雨量は大子で210mm。

大子町の被害は, 床 下 浸 水 4 2 戸 , 床 上 浸 水 3 2 戸 。
< 出 典 : 常 陸 五 十 年 史  ( ̃ 昭 和 2 2 年 ) ,  水害統計 ( 昭 和 6 1 年 ̃ ) ,  大子町資料 ( 平 成 2 3 年 )  >

5

山 方 上 流 域 の 2  日雨量は255mm。

大子町の被害は, 床 下 浸 水 5 2 戸 ,  床 上 浸 水 4 9 2 戸 。

常 陸 大 宮 市 の 被 害 は , 床 下 浸 水 4 3 戸 , 床 上 浸 水 1 5 2 戸 。

J R 水 郡 線 久 慈 川 第 6 橋 梁 落 橋 。

令 和 元 年 1 0 月 1 2 日

(令和元年東日本台風)

出典 常 陸 五 十 年 史 ( ̃ 昭 和 2 2 年 ) , 水 害 統 計 ( 昭 和 6 1 年 ̃ ) , 大 子 町 資 料 ( 平 成 2 3 年 , 令 和 元 年 ) ,

常陸大宮市資料(令和元年)

5
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変 更 後 変 更 前

(2) 治水事業の沿革と課題 (2) 治水事業の沿革と課題

圈域内の河川においては, 昭 和 1 3 年 6 月 の 梅 雨 前 線 や 昭 和 2 2 年 の カ ス リ ー

ン 台 風 に よ り 浸 水 被 害 が 発 生 し た こ と な ど か ら ,  昭 和 4 0 年 度 に 山 田 川 の 河 川

改 修 が 開 始 さ れ て 以 来 , 昭 和 4 1 年 度 か ら 茂 宮 川 及 び 昭 和 5 7 年 度 か ら 玉 川 の 河

川 改 修 が 進 め ら れ て き て い る 。 そ の 後 , 昭 和 6 1 年 8 月 の 台 風 1 0 号 に よ り , 関

東 地 方 で は 短 時 間 の 降 雨 に よ り 久 慈 川 の 警 戒 水 位 を 大 き く 超 え ,  河川沿川では

至 る 所 で 浸 水 し た 。

近年においては,  平 成 3 年 9 月 の 台 風 1 8 号 に よ る 浸 水 被 害 を 受 け ,  浅川の

河 川 改 修 が 平 成 8 年 度 か ら 進 め ら れ ,  ま た ,  久慈川本川においても大子町市街

地 7 0 h a ( 1 8 0 戸 ) の 浸 水 被 害 を 受 け た こ と か ら , 翌 年 の 平 成 4 年 度 か ら 河 川

改 修 を 進 め て き て い る 。 大 子 町 で は , 平 成 1 1 年 7 月 の 熱 帯 低 気 圧 及 び 平 成 2 3

年 9 月 の 台 風 1 5 号 に よ り ,  再 度 市 街 地 が 浸 水 し た こ と か ら , 河 川 の 未 改 修 区

間 に っ い て 整 備 を 進 め て き て い る 。

令 和 元 年 1 0 月 の 令 和 元 年 東 日 本 台 風 に お い て ,  直轄区間も含む久慈川, 里

川で甚大な浸水被害が発生したため,  こ れ ま で の 河 川 改 修 事 業 を 加 速 化 す る と

同 時 に ,  地域及び各関係機関が連携して流域の浸水被害の軽減対策を検討し推

進 を 図 る 必 要 が あ る 。

また,各河川の流下能力を上回る洪水等に備え,情報提供の充実や関係機関・

地 域 住 民 と の 連 携 強 化 に も 努 め る 必 要 が あ る 。

令和元年東日本台風を踏まえ,  減災対策協議会の派生部会である 「久慈川流

域 に お け る 減 災 対 策 部 会 」 に よ り , 令 和 2 年 1 月 に 「 久 慈 川 緊 急 治 水 対 策 プ ロ

ジ ェ ク ト 」 が 取 り ま と め ら れ , 国 , 県 , 市 町 村 等 が 連 携 し ,  「多重防御治水の

推 進 」 及 び 「 減 災 に 向 け た 更 な る 取 組 の 推 進 」 を 実 施 し て い く こ と で ,  「社会

経済被害の最小化」 を 目 指 す こ と と し た 。

圏域内の河川においては, 昭 和 1 3 年 6 月 の 梅 雨 前 線 や 昭 和 2 2 年 の カ ス リ ー

ン 台 風 に よ り 浸 水 被 害 が 発 生 し た こ と な ど か ら ,  昭 和 4 0 年 度 に 山 田 川 の 河 川

改 修 が 開 始 さ れ て 以 来 , 昭 和 4 1 年 度 か ら 茂 宮 川 及 び 昭 和 5 7 年 度 か ら 玉 川 の 河

川 改 修 が 進 め ら れ て き て い る 。 そ の 後 , 昭 和 6 1 年 8 月 の 台 風 1 0 号 に よ り , 関

東 地 方 で は 短 時 間 の 降 雨 に よ り 久 慈 川 の 警 戒 水 位 を 大 き く 超 え ,  河川沿川では

至 る 所 で 浸 水 し た 。

近年においては,  平 成 3 年 9 月 の 台 風 1 8 号 に よ る 浸 水 被 害 を 受 け ,  浅川の

河 川 改 修 が 平 成 8 年 度 か ら 進 め ら れ ,  ま た ,  久慈川本川においても大子町市街

地 7 0 h a ( 1 8 0 戸 ) の 浸 水 被 害 を 受 け た こ と か ら ,  翌 年 の 平 成 4 年 度 か ら 河 川

改 修 を 進 め て き て い る 。 大 子 町 で は , 平 成 1 1 年 7 月 の 熱 帯 低 気 圧 及 び 平 成 2 8

年 9 月 の 台 風 1 5 号 に よ り , 再 度 市 街 地 が 浸 水 し た こ と か ら , 河 川 の 未 改 修 区

間 に っ い て 早 急 に 整 備 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。

ま た , 各 河 川 の 流 下 能 力 を 上 回 る 洪 水 等 に 備 え , 情 報 提 供 の 充 実 や 関 係 機 関 ・

地 域 住 民 と の 連 携 強 化 に も 努 め る 必 要 が あ る 。
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■
変 更 後 変 更 前

2. 利 水 に お け る 現 状 と 課 題

久慈川周辺の低地は, 古 く か ら 水 田 が 開 け 農 業 を 中 心 に 発 達 し て き た 。  こ の

た め ,  茨城県管理区間の許可水利権による取水目的はかんがいが全体の取水量

の 9 9 % を 占 め て い る 。 農 業 用 水 と し て は , 慣 行 水 利 権 を 含 め 2 5 3 箇 所 の 取 水

施 設 か ら 約 1 5 m3 / s 取 水 し , 約 3 , 0 0 0 h a の 農 地 に か ん が い し て い る 。

なお, 久慈川圈域における農業用水は供給量がやや不足する傾向にあり,  関

係 機 関 の 協 力 の も と に 対 応 し て い く 必 要 が あ る 。

表一1.2 久慈川圈域の水利用 ( 許 可 水 利 権 の み

河 川 名

反意j ,i

許可水利権件数

6

水利使用の目的

か ん が い

最大取水量の合計(m3/s)

3.332

2 工業用水 0.003

1 し尿処理希釈水 0 . 0 1 1

1 水 道 0 .011

普言jiゎ
語1if「同 _、 4

1 = 変二
一 更 一= な 二
ー し 一

0 . 1 6 2

0 .010

動1 6 0 .520

や ま だ が わ

山田川

あ さ か i ;

浅川

5 0 . 1 4 2

3

1

0 .036

0 . 0 0 3

た業j ,f 5 0 .076

j ろ さ わ が わ

諸沢川

確'f「
1

1

0 . 0 0 4

0 .170

f、落f lわ 1 0.237
な か ご う が わ

中郷川 1 家庭用水 0.0003

圈域合計 39 、 4 . 6 5 7

3. 環境における現状と課題

(1) 圏域河川の水質

久慈川圈域河川の類型指定は, 当 初 昭 和 5 0 年 4 月 1 0 日 の 茨 城 県 告 示 に よ り

指 定 さ れ ,  現在の類型指定状況は表一1.3 に 示 す と お り ,  久 慈 川 本 川 を は じ め ,

支 川 の 多 く に お い て 類 型 A と い う 高 い 環 境 基 準 設 定 と な っ て い る 。

久 慈 川 ,  滝 川 ,  玉 川 を 除 く 河 川 で は 以 前 ,  環 境 基 準 値 を 上 回 つ て い た が ,  平

成 9 年 以 降 は 全 川 と も 環 境 基 準 値 を 満 足 し て お り , 今 後 と も ,  この良好な水質

の 保 全 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。

・
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2. 利 水 に お け る 現 状 と 課 題

久慈川周辺の低地は, 古 く か ら 水 田 が 開 け 農 業 を 中 心 に 発 達 し て き た 。  こ の

た め ,  茨城県管理区間の許可水利権による取水日的はかんがいが全体の取水量

の 9 9 % を 占 め て い る 。 農 業 用 水 と し て は , 慣 行 水 利 権 を 含 め 2 5 3 箇 所 の 取 水

施 設 か ら 約 1 5 m3 / s 取 水 し , 約 3 , 0 0 0 h a の 農 地 に か ん が い し て い る 。

なお, 久慈川圈域における農業用水は供給量がやや不足する傾向にあり,  関

係 機 関 の 協 力 の も と に 対 応 し て い く 必 要 が あ る 。

表一1 .2 久慈川圈域の水利用 ( 許 可 水 利 権 の み

河川名

反,患、 j ,i

許可水利権件数

6

水利使用の目的

か ん が い

最大取水量の合計(m3/s )

3.332

2 工業用水 0.003

1 し尿処理希釈水 0 . 0 1 1

1 水 道 0 .011

普言j ,ゎ
語f 「同

4

1

かんがい

か ん が い

0 . 1 6 2

0.010

さ童 力1 ,i 6 か ん が い 0.520

や ま だ が わ

山 田 川

あ さ わ

浅川

5 かんがい 0 . 1 4 2

3

1

水道

かんがい

0.036

0 . 0 0 3

た業f ,ゎ 5 か ん が い 0.076

j ろ さ わ が わ

諸沢川

l 流 ff'
1

1

か ん が い

か ん が い

0 . 0 0 4

0 .170

f.常i1 1 か ん が い 0.237
な か ご う が わ

中郷川 1 家庭用水 0.0003

圈域合計 39 、 4 . 6 5 7

3. 環境における現状と課題

(1) 圏域河川の水質

久慈川圏域河川の類型指定は, 当 初 昭 和 5 0 年 4 月 1 0 日 の 茨 城 県 告 示 に よ り

指 定 さ れ ,  現在の類型指定状況は表一1.3 に 示 す と お り ,  久 慈 川 本 川 を は じ め ,

支 川 の 多 く に お い て 類 型 A と い う 高 い 環 境 基 準 設 定 と な っ て い る 。

久 慈 川 , 滝 川 ,  玉 川 を 除 く 河 川 で は 以 前 , 環 境 基 準 値 を 上 回 つ て い た が ,  平

成 9 年 以 降 は 全 川 と も 環 境 基 準 値 を 満 足 し て お り , 今 後 と も ,  この良好な水質

の 保 全 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。
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■
変 更 後 変 更 前

表 1.3 久慈川水系環境基準

河川名 範囲 類型
環境基準

(BOD※ )

環境基準

地点名

最終告示

年月日

平 成 2 9 年 度

BOD75%値

(mg/1)

反患、f ,7
1 1 ' み f が わ

八清川
おしかわ

押川

全域 A 2 . 0 m g / l 以 下
や ま が た

山方

平 成 1o 年

3 月 3 0 日

(県告示

第 3 5 5 号 )

0 . 8

全域

全域

全域

A

A

A

2 . 0 m g / l 以 下

2 .0mg/1以下

2 . 0 m g / l 以 下

締瑞
まんねんばし

万 年 橋
おしかわばし

押川橋

0 . 7

0. 5

0 . 7

結f ,ゎ 全域 B 3 . 0 m g / l 以 下
こ い そ ば し

小磯橋 1 . 0

ヨ,7
あさかl)

浅川

や ま だ が わ

山 田 川

全域

全域

全域
り ゅ う じ ん が わ

( 竜 神 川 含 む )

B

B

A

3 .0mg/1以下

3.0mg/1以下

2 .0mg/1以下

し も た ま が わ ば し

下玉川橋
あ さ か わ ば し

浅川橋

あずまばし

東 橋

1 . 4

1 . 2

1 0

さ重f ,ゎ 全域 A 2 .0mg/1以下
しんおちぁぃばし

新落合橋 0 7
も み や が わ

茂 宮 川 全域 c 5 . 0 m g / l 以 下
e ん ち ょ う は し

郡 長 橋 1 . 5

※ B  〇 D と は , 生物化学的酸素要求量(B iochem i ca I Ox y g e n  D e m a n d )  の 略 で ,

一 環境基準A類型- ]1i境基準B類型

一 環境基準C類型

● 環 境 基 準 点

● 水資補助地点

水 の 汚 れ ぐ あ い を あ ら わ す 指 標

図一1.5久慈川におけるBOD75%値経年変化
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表一1 .3 久慈川水系環境基準

河川名 範 囲 類型
環境基準

(BOD※ )

環境基準

地点名

最終告示

年月日

平 成 2 3 年 度

BOD75%値

(mg/1)

反患f ,i
や み ぞ が わ

八溝川

全域 A 2 . 0mg/1以下
や ま が た

山 方

平 成 1o 年

3 月 3 0 日

(県告示

第 3 5 5 号 )

0 . 7

全域

全域

A

A

2 .0mg/1以下

2 . 0 m g / 1 以 下

事神構
ま ん ね一.

万年橋

0 . 8

0 . 8

f中「,ゎ_ わ

滝川

全域

全域

A

B

2 . 0mg/ l以下

3 . 0mg/1以下

お し か わ ば し

押川橋
_ そli1 し

小磯橋

1 . 1

1 . 3

業j lわ
あ さ か わ

浅川

や話 だa力j lj

全域

全域

全域
り ゅ う じ ん が わ

( 意 神 川 含 む )

B

B

A

3 . 0mg/ l以下

3 . 0mg/1以下

2 . 0mg/ l以下

し も た ま が わ ば し

下 玉 川 橋
あ さ か わ ば し

浅 川 橋

あ ず ま ば し

東 橋

1 . 8

1 . 2

0 . 9

前 ,i 全域 A 2 . 0mg/ l以下
し ん お ら あ い ば し

新落合橋 1 . 0
も み ゃ が わ

茂宮川 全域 c 5 . 0mg/ l以下
ぐ ん ち ょ う は し

郡 長 橋 1 . 6

※ B  〇 D と は ,  生物化学的酸素要求量(B i o ch em i c a l〇xygen  D e m a n d )  の略で,
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水 のi号 れ く ° あ い を あ ら わ す 指 標 。

久慈川

H1 H3 H5 H7 H 9 H liH13H15H17H19H21H23H25

玉 川  ・ 浅 川

HI H3H5H7H9H11H13H15H17H19H21H23H25

茂 宮 川

HI H 3 H 5 H 7 H 9

BOD75%値経年



変 更 後 変 更 前

(2) 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 状 況

( 植 物 ・ 自 然 )

当 圈 域 は , 上 流 域 は 山 地 が 多 く , 有斑反意 , 対請 ,

立 自 然 公 園 が 指 定 さ れ て お り , 中 下 流 域 で は 肥 沃 f

を と お し て 自 然 環 境 が 豊 か で あ る 。

特 に , 久 慈 川 源 流 の 八 溝 山 は , 県 南 西 部 の

筑 波 山 と 並 ん で 動 植 物 の 多 い こ と で 知 ら れ ,

茨 城 県 内 で 八 溝 山 に し か 見 ら れ な い ダ ケ カ ン

バ や 八 溝 山 が 北 限 と さ れ る ツ ガ ,  ギ ン バ イ ソ

(2) 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 状 況

( 植 物 ・ 自 然 )
お く く じ  お お た

当圈域は, 上流域は山地が多く,  奥 久 慈 , 太 田 ,

立 自 然 公 園 が 指 定 さ れ て お り ,  中下流域では肥沃f

を と お し て 自 然 環 境 が 豊 か で あ る 。

特 に , i;、、慈川源流の八溝山は,  県 南 西 部 の

筑 波 山 と 並 ん で 動 植 物 の 多 い こ と で 知 ら れ ,

茨 城 県 内 で 八 溝 山 に し か 見 ら れ な い ダ ケ 力 ン

バ や 八 溝 山 が 北 限 と さ れ る ツ ガ ,  ギ ン バ イ ソ

望、すず は な ぞ の は な ぬ き

r言]鈴,  花 園 花 貫 の 4 つ の 県

i 田 園 地 帯 が 多 く ,  圏域全体

望・すず は な ぞ の は な ぬ き

r言] 鈴, 花 園 花 貫 の 4 つ の 県

i 田 園 地 帯 が 多 く ,  圏域全体

jll■
茨城県

ソ ク )

j
l

Il■
茨城県

ソ ク )

ウ等, 貴 重 な 植 物 が 多 く 生 育 し て い る 。
(絶

ま た , 久 慈 川 と 山 田 川 の 間  ') 男体 版 1

, l .  H 十 一 'ユ -・、 _ 上 _0 ・ --- ・ 一 - ギ ン バ イ  ソ t
威危惧IA類※ :

, ッ ド デー タ ブ

ウ等, 貴重な植物が多く 生 育 し て い る 。
(絶

ま た ,  久 慈 川 と 山 田 川 の 間 に 位 置 す る 男 体  版 1

, l ,  告_ ) ユ  _ 、 , _ー 、゛ ・ _ 、 a _ ・_ _ー ギ ン バ イ  ソ ;
威危惧IA類※ :

, ッ ド データ ブ

国
ウ チ ワ 等 が 見 ら れ る ほ か ,  ニ 更 スゲ,  - l
ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ ,  イ ヮ ギ ボ  i花が 一 き a

Cl・

、 ◆自 生 し て し る 。  n

し uな お ,  滝 川 に か か る 袋 田 の  i 壁 に
か ざ ん か く れ き が ん  ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ

は, 火山角礫岩の山地にのみ フ ク ロ  ( 絶 滅 危 惧 I B 類※ : 茨 城 県

ダ ガ ャ が 見 ら れ る 。  版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク )

上流域に位置する押川流域では,絶減危惧種※ ( 茨 城 県 版 レ ツ ド デ ー タ ブ ッ ク )

で あ る バ イ カ モ や サ ク ラ ソ ウ 群 落 が 確 認 さ れ て い る 。 里 川 最 上 流 の 岡 見 の 湿 原

は, エン' シ ロ ネ や サ ヮ ギ キ ョ ウ ,  ウ メ バ チ ソ ウ ,  モ ウ セ ン ゴ ケ ,  オ オ ミ ズ ゴ ケ

等 の 珍 し い 植 物 が 見 ら れ る 。

ま た ,  平 野 部 で は ,  河 川 敷 に 沿 つ て ョ シ ,  オ ギ の 群 落 が 主 に 分 布 し ,  中流部

に 行 く に っ れ て 自 然 度 の 高 い ヤ ナ ギ の 群 落 が 見 ら れ ,  山 田 川 で は シ ラ カ シ の 自

然 林 が 見 ら れ る 。  なお, 河 口 の 日 立 市 付 近 は コ ハ マ ギ ク の 南 限 と な っ て い る 。

※ 茨 城 県 レ ッ ド デ ー タ ープ ッ ク  カ テ コ ' リ 一 定 義

〇 絶 滅 : 本 県 で は す で に 絶 滅 し た と 考 え ら れ る 種

〇 絶 滅 危 惧 I 類 : 絶 滅 の 危 機 に 瀕 し て い る 種 。 現 在 の 状 態 を も た ら し た 圧 迫 要 因 が 引 き 続 き 作 用 す る 場 合 、 野 生 で の

存 続 が 因 難 な も の 。

・ 絶 滅 危 惧 I A 類 : ご く 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 極 め て 高 い も の 。

・ 絶 滅 危 惧 I B 類 : 絶 滅 危 惧 I A 類 程 で は な い が 、 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 高 い も の 。

〇 絶 減 危 惧 n 類 : 絶 減 の 危 険 が 増 大 し て い る 種 。 現 在 の 状 態 を も た ら し た 圧 追 要 因 が 引 き 続 き 作 用 す る 場 合 、 近 い 将 来

「 絶 減 危 惧 I B 類 」 の ラ ン ク に 移 行 す る こ と が 確 実 と 考 え ら れ る も の 。

〇 準 絶 滅 危 惧 種 : 存 続 基 盤 が 脆 弱 な 種 。 現 時 点 で の 絶 滅 危 険 度 は 小 さ い が 、 生 育 条 件 の 変 化 に よ っ て は 「 絶 減 危 惧 」 と

し て 上 位 ラ ン ク に 移 行 す る 要 素 を 要 す る も の 。

〇 情 報 不 足 : 評 価 す る だ け の 情 報 が 不 足 し て い る 種 。

① 注 目 種 : 最 近 県 内 で の 生 育 が 確 認 さ れ た 種 で あ る が 、 県 内 で の 分 布 域 が ま だ 十 分 に 調 査 さ れ て い な い 種 。

② 現 状 不 明 種 : 最 近 の 情 報 が な く 、 生 育 状 態 が 不 明 の 種.
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国
ウ チ ヮ 等 が 見 ら れ る ほ か ,  ニ ツ コ ウ キ ス ゲ ,  - 9・
ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ ,  イ ヮ ギ ボ ウ シ 等 の 草 花 が  -N a

一 l
自 生 し て い る 。

な お ,  滝 川 に か か る 袋 田 の 滝 周 辺 の 岩 壁 に
か ざ ん か く れ き が ん  ミ ヤ マ ス カ シ ュ リ

は , 火 山 角 礫 岩 の 山 地 に の み 生 育 す る フ ク ロ  ( 絶 滅 危 惧 I B 類※ : 茨 城 県

ダ ガ ャ が 見 ら れ る 。  版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク )

上流域に位置する押川流域では,絶減危惧種※ ( 茨 城 県 版 レ ツ ド デ ー タ ブ ッ ク )

で あ る バ イ カ モ や サ ク ラ ソ ウ 群 落 が 確 認 さ れ て い る 。 里 川 最 上 流 の 岡 見 の 湿 原

は ,  エ ソ' シ ロ ネ や サ ヮ ギ キ ョ ウ ,  ウ メ バ チ ソ ウ ,  モ ウ セ ン ゴ ケ ,  オ オ ミ ズ ゴ ケ

等 の 珍 し い 植 物 が 見 ら れ る 。

ま た ,  平 野 部 で は ,  河 川 敷 に 沿 つ て ョ シ ,  オ ギ の 群 落 が 主 に 分 布 し ,  中流部

に 行 く に っ れ て 自 然 度 の 高 い ヤ ナ ギ の 群 落 が 見 ら れ ,  山 田 川 で は シ ラ カ シ の 自

然 林 が 見 ら れ る 。  なお, 河 口 の 日 立 市 付 近 は コ ハ マ ギ ク の 南 限 と な っ て い る 。

※ 茨 城 県 レ ッ ド デ ー タ プ ッ ク  カ テ コ ' リ 一 定 義

〇 絶 滅 : 本 県 で は す で に 絶 減 し た と 考 え ら れ る 種

〇 絶 滅 危 惧 I 類 1 絶 滅 の 危 機 に源し て い る 種 。 現 在 の 状 態 を も た ら し た 圧 迫 要 因 が 引 き 続 き 作 用 す る 場 合 、 野 生 で の

存 続 が 困 難 な も の 。

・ 絶 滅 危 惧 I A 類 : ご く 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 極 め て 高 い も の 。

・ 絶 滅 危 惧 I B 類 : 絶 滅 危 惧 I A 類 程 で は な い が 、 近 い 将 来 に お け る 野 生 で の 絶 滅 の 危 険 性 が 高 い も の 。

〇 絶 減 危 惧 n 類 : 絶 減 の 危 険 が 増 大 し て い る 種 。 現 在 の 状 態 を も た ら し た 圧 追 要 因 が 引 き 続 き 作 用 す る 場 合 、 近 い 将 来

「 絶 滅 危 惧 I B 類 」 の ラ ン ク に 移 行 す る こ と が 確 実 と 考 え ら れ る も の 。

〇 準 絶 滅 危 惧 種 : 存 続 基 盤 が 脆 弱 な 種 。 現 時 点 で の 絶 減 危 険 度 は 小 さ い が 、 生 育 条 件 の 変 化 に よ っ て は 「 絶 滅 危 惧 」 と

し て 上 位 ラ ン ク に 移 行 す る 要 素 を 要 す る も の 。

〇 情 報 不 足 : 評 価 す る だ け の 情 報 が 不 足 し て い る 種 。

① 注 目 種 : 最 近 県 内 で の 生 育 が 確 認 さ れ た 種 で あ る が 、 県 内 で の 分 布 域 が ま だ 十 分 に 調 査 さ れ て い な い 種 。

② 現 状 不 明 種 : 最 近 の 情 報 が な く 、 生 育 状 態 が 不 明 の 種 。
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(魚類)

全川を通じて水質が良好な久慈川圈域では,  ア ュ ,  サ ケ を 代 表 と し て 数 多 く

の魚類がみられ, 水 系 に お い て 2 9 科 8 5 種※'が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  カ ワ ヤ ツ メ ,  ス ナ ヤ ツ メ ,  ヤ

リ タ ナ ゴ ,  タ ナ ゴ ,  ホ ト ケ ド ジ ョ ウ ,  ギバチ,  降 海 型 イ ト ョ ,  メ ダ カ ,  回遊型

カ ジ カ ,  ボ ウ ズ ハ ゼ ,  シ ロ ウ オ ,  オ オ ョ シ ノ ボ リ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(両生類・は虫類)

両生類は, 水 系 に お い て 6 科 1 3 種※'が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ト ウ キ

ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ , ハ コ ネ サ ン -  - , タ ゴ ガ ェ ル ,  カ ジ カ ガェルが生

息 し て い る 。

は 虫 類 は , 水 系 に お い て 5 科 1 i  変 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 毒  更 , シ ロ マ ダ ラ ,  タ カ チ ホ へ ビ ,  ヤ

モ リ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。  t-
dl-

(昆虫類) し
圏 域 上 流 部 に は 「 生 き て い る 化-1 し て 日 本 を 代 表 す る ム カ シ ト ン ボ

が 生 息 し て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  エ サ キ ア メ ン ボ , バ バ ア メ ン

ボ,  コ ブ ヤ ハ ズ カ ミ キ リ ,  ヨ コ ヤ マ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ ,  ス ネ ケ ブ カ ヒ ロ コ バ ネ

カ ミ キ リ 等 の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(鳥類)

圏域は自然環境が豊かなため,  生 息 す る 鳥 類 は 種 類 が 豊 富 で あ り , 樣 々 な 鳥

を 見 る こ と が で き る 。 圈 域 内 で は 4 4 科 1 1 4※ 2 種 が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ミ サ ゴ , オ オ タ カ ,  ク マ タ カ ,

ヒ メ ア マ ツ バ メ ,  コ マ ド リ 等 の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(ほ乳類)

圏 域 内 で は 6 科 1 1 種※2 が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ニ ホ ン リ ス や ,  国の天然記念

物 で あ る ヤ マ ネ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

※ 1 出 典 : 「 環 境 百 科 久 慈 川 」 ( H 1 7.9 常 陸 河 川 国 道 事 務 所 )

※ 2 出 典 : 「 茨 城 県 野 生 鳥 獣 生 息 分 布 調 査 報 告 書 ( H 1 7 - H 1 8 年 度 ) 」 ( H 1 9.3 日 本 野 鳥 の 会 茨 城 県 ) 」

l l

(魚類)

全川を通じて水質が良好な久慈川圏域では, ア ュ ,  サ ケ を 代 表 と し て 数 多 く

の魚類がみられ,  水 系 に お い て 2 9 科 8 5 種※'が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  カ ワ ヤ ツ メ ,  ス ナ ヤ ツ メ ,  ヤ

リタナコ゛,  タ ナ ゴ ,  ホ ト ケ ド ジ ョ ウ ,  ギ バ チ ,  降 海 型 イ ト ョ , メ ダ カ ,  回遊型

カ ジ カ ,  ボ ウ ズ ハ ゼ ,  シ ロ ウ オ ,  オ オ ョ シ ノ ボ リ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(両生類・は虫類)

両 生 類 は , 水 系 に お い て 6 科 1 3 種※'が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ト ウ キ

ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ ,  タ ゴ ガ ェ ル ,  カ ジ カ ガェルが生

息 し て い る 。

は 虫 類 は , 水 系 に お い て 5 科 1 2 種※'が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブS ッ ク 掲 載 種 と し て ,  シ ロ マ ダ ラ ,  タ カ チ ホ へ ビ ,  ヤ

モ リ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(昆虫類)

圈 域 上 流 部 に は 「 生 き て い る 化 石 昆 虫 」  と し て 日 本 を 代 表 す る ム カ シ ト ン ボ

が 生 息 し て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  エ サ キ ア メ ン ボ ,  バ バ ア メ ン

ボ,  コ ブ ヤ ハ ズ カ ミ キ リ ,  ヨ コ ヤ マ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ ,  ス ネ ケ ブ カ ヒ ロ コ バ ネ

カ ミ キ リ 等 の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(鳥類)

圈域は自然環境が豊かなため,  生 息 す る 鳥 類 は 種 類 が 豊 富 で あ り , 様 々 な 鳥

を 見 る こ と が で き る 。 圈 域 内 で は 4 4 科 1 1 4※2 種 が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ミ サ ゴ , オ オ タ カ ,  ク マ タ カ ,

ヒ メ ア マ ツ バ メ ,  コ マ ド リ 等 の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

(ほ乳類)

圏 域 内 で は 6 科 1 1 種※ 2 が 確 認 さ れ て い る 。

茨 城 県 版 レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク 掲 載 種 と し て は ,  ニ ホ ン リ ス や ,  国の天然記念

物 で あ る ヤ マ ネ の 生 息 が 確 認 さ れ て い る 。

※ 1 出 典 : 「 環 境 百 科 久 慈 川 」 ( H 1 7. 9 常 陸 河 川 国 道 事 務 所 )

※ 2 出 典 : 「 茨 城 県 野 生 鳥 獣 生 息 分 布 調 査 報 告 書 ( H 1 7 - H 1 8 年 度 ) 」 ( H 1 9.3 日 本 野 鳥 の 会:茨城 県 ) 」
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変 更 後 変 更 前

(3) 圏 域 河 川 の 景 観 , 歴 史 ・ 文 化

圈域上流部の大子町から常陸大宮市ま

左 岸 の 久 慈 山 地 を 分 か ち , 蛇 行 す る 美 し

る常陸大宮市付近からの下流部は広々と

り と し た 流 れ と あ い ま っ て の ど か な 田 園

山 田 川 支 流 の 竜 神 川 に は , 竜 神 川 が

創 り 出 し た 峡 谷 「 竜 神 峡 」 が あ り , そ

の 入 口 に は 圏 域 内 唯 一 の ダ ム で あ る

竜 神 ダ ム , 歩 行 用 と し て の 竜 神 大 吊 橋

( 3 7 5 m ) が あ る 。 4 月 下 旬 ̃ 1

の 鯉 の ぼ り ま っ り , 秋 の 紅 葉 i 変
は 多 く の 人 で 賑 わ う 。  =

(3) 圏 域 河 川 の 景 観 , 歴 史 ・ 文 化

圈域上流部の大子町から常陸大宮市までの約 40km 区間は右岸の八構山地,

左岸の久慈山地を分かち, 蛇 行 す る 美 し い 渓 谷 と な っ て い る 。  流路が東に変わ

る 常 陸 大 宮 市 付 近 か ら の 下 流 部 は 広 々 と し た 水 田 地 帯 が 開 け ,  久 慈 川 の ゆ っ た

り と し た 流 れ と あ い ま っ て の ど か な 田 園 情 緒 を か も し 出 し て い る 。

山 田 川 支 流 の 竜 神 川 に は , 竜 神 川 が  E
創 り 出 し た 峡 谷 「 竜 神 峡 」 が あ り , そ

1 .

の 入 口 に は 圈 域 内 唯一 の ダ ム で あ る  -
竜 神 ダ ム , 歩 行 用 と し て の 竜 神 大 吊 橋  K i N

E 日

( 3 7 5 m ) が あ る 。 4 月 下 旬 ̃ 5 月 上 旬  _ - 康 ,題
の 鯉 の ぼ り ま っ り , 秋 の 紅 葉 ま っ り で  疆 aN
は 多 く の 人 で 賑 わ う 。  _ . M 量.

竜 神 ダ ム , 電 神 大 吊 橋

久慈川本川には, 上 流 か ら 下 流 ま で

で'の 約  40km  区間は右岸の八溝山地,

い 渓 谷 と な っ て い る 。  流路が東に変わ

し た 水 田 地 帯 が 開 け ,  久 慈 川 の ゆ っ た

情 緒 を か も し 出 し て い る 。

l
x
な久 慈 川 本 川 に は , 上 流 か ら d・

水 害 防 備 林 ( 竹 林 ) が 河 岸 に ,  し l
い る 。 こ れ ら は , 竹 が 横 に 強 <

い 、,t_日 i 1 一 言全 1 、商 i 、 i 精a マ ー ? . f

竜 神 ダ ム ,  電神大吊橋

_・
l
i:i!

i
ンガ

売を9

l
む)

水 害 防 備 林 ( 竹 林 ) が 河 岸 i こ 点 在 し て  I
い る 。 こ れ ら は , 竹 が 横 に 強 く 根 を 張

り , 洪 水 時 に 強 い 事 か ら 植 裁 さ れ た も

の で あ る 。 茨 城 県 管 理 区 間 に お い て は ,

大子町久野瀬付近の両岸や,小貫橋付

近 の 右 岸 , 岩 井 橋 付 近 の 左 岸 等 で 見 る

こ と が で き る 。
l

ま た , 久 慈 川 の 常 陸 大 宮 市 舟 生 付 近

か ら 上 流 で は , 厳 寒 期 ( 1 月 下 旬 ̃ 2

月 上 旬 ) に シ ガ※が 発 生 す る 。

1

※ シ ガ ; 川 底 に 生 じ た 無 数 の 米 の 小 片 が 浮 上 し て 川 面 を
1

流 れ る 現 象 で あ り , 久 慈 川 の 風 物 詩 と な っ て い る 。

(:

l l

!!
ji -

i .

i 等

d

r _

論

E
二一i其 一 i_

'一一

1・一 一 一
; ' ・

毒
_ -,ジ ー

‘ ta 一 大

:系一 - , ・ 一

球 出
, f,職か
lf しi

・ _ -難 ,.・、、 ・'

益9_ _ _

富f _

の で あ る 。 茨 城 県 管 理 区 間 に お い て は ,  , - - - 、一 一1
大子町久野瀬付近の両岸や,小貫橋付 -i - l

近 の 右 岸 , 岩 井 橋 付 近 の 左 岸 等 で 見 る i . _
l

こ と が で き る 。  1 、 」 _ tj

ま た , 久 慈 川 の 常 陸 大 宮 市 舟 生 付 近  ' ;経 :重
か ら 上 流 で は , 厳 寒 期 ( 1 月 下 旬 ̃ 2  成 f
月 上 旬 ) に シ ガ※が 発 生 す る 。  J 、1基,,

l jll . , , . ,;_ ,i
' - ,yf . i l ,

※ シ ガ : 川 底 に 生 じ た 無 数 の 米 の 小 片 が 浮 上 し て 川 面 を l 無名f ・j 聽類
。 . 、 理 f ,.流 れ る 現 象 で あ り , 久 慈 川 の 風 物 詩 と な っ て し る 。  -a日一 一 n

3 - ,f魏 '

久慈川に浮か ..i
( 大 子 町 北 田 気 よ り 下

12

久慈川に浮かぶシガ

子 町 北 田 気 よ り 下 流 を 望 む )
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変 更 後 変 更 前

第3節 河川整備計画の日標

1. 河川整備計画の対象区間

河川整備計画の対象とする区問は, 表一1.4に掲げる久慈川圈域内の全ての茨

城 県 管 理 区 間 と す る 。

表一1.4 対象区間

河川名

込 同 指 定 区 間 延 長

( km )
( 上 段 : 左 1 岸 ,

下 段 : 右 岸 )
上 流 端 ( 上 段 : 左 岸 ,  下 段 : 右 岸 ) 下流端

く じ が わ

久 慈 川 福 島 県 界 ( 大 子 町 大 字 下 野 宮 ) 常 陸 大 宮 市 辰 ノ ロ 1 3 3 9 番
の 2 地 先 の 辰 の ロ 堰 上 流 端

4 2 . 4 3

4 2 . 4 3

も みや が わ

茂 宮 川 常陸太田市高貫町811番地先の砂防:l1要堤 久 慈 川 へ の 合 流 点
1 2 . 9 4

12.94
かめさくがわ

亀 作 川 光田川の合流点 茂 宮 川 へ の 合 流 点
2 . 3 0

2.30一ん て ん が わ

弁 天 川 常 陸 太 田 市 真 弓 町 1 , 7 6 0 番 の 1 地 先 の 県 道 橋 亀 作 川 へ の 合 流 点
2 . 0 0
2 .00

たか流きがわ

高 貫 川 常陸太田市高貫町 1 , 955番地先の市道橋 茂 官 川 へ の 合 流 点 2 . 8 0
さ と  が わ

里 川 常陸太田市里川町 838番地先の七反橋 常 陸 太 田 市 一矛 根 町  1 6 3 番 地
先 ( 里 野 宮 曜 上 流 端 )

; l 9 . 09

39.09
し ぶ え が わ

渋 江 川 常陸太田市谷河原町1,204番地先 里 川 へ の 合 流 点
2 . l iJ

2 . 1 0
げ ん じ が わ

源 氏 川 里 川 へ の 合 流 点
9 . 3 8
9 . 3 8

い り し け ん が わ

入 四 間 川 日 立 市 入 四 間 町 3 0 4 番 地 先 の 堰 堤 里 川 へ の 合 流 点
3 . l iJ

3 . 1 0
て ん り o う が わ

天 竜 川 湯平川の合流点 里 川 へ の 合 流 点 2.40
やま だ が わ

山 田 川 常 陸 太 田 市 上 高 倉 町 2 1 0 番 地 l11

一常陸太田市大字大平町5番地タ 容 -
常 陸 太 田 市 和 田 町 1 5 7 2 番
の 1 地 先 の 声 間 曜 上 流 端

24 . 82

24; i2

場の贊1',f 山 田 川 へ の 合 流 点
l .5 lJ
l . 5 lJ

そめがわ

染 川 常 陸 太 田 市 東 染 町 1 , 8 0 7 番 の 2  高一 高下流端
山 田 川 へ の 合 流 点

5 . 0 lJ

5 . 0 0
り o う t ん が わ

電 神 川
?陸 太 出 1 11 1、 局 言 lii 」 2 1 8 8 替 ( f ・0 '・

山 田 川 へ の 合 流 点
5 . 1 3

常 監 理 大 呂 市 諸 沢 5,4 9 l 答 の ' 2 対  - 5.1 3
あ さ  かわ

浅 川 常 陸 太 田 市 上 宮 河 内 町 1 , 8 7 5 者  t t  喬下流端 久慈川への合流点
21.9; l

2 1.9 3

l 学等f ゎ1 常 陸 太 田 市 高 柿 町 1 8 6 番 , 1 8 7 , I- l の 取 水 堰
浅川への合流点 1 . 2 0

l 言業 っ1f ゎ1 常陸太田市赤土町2,964番地1 ll_l' 浅 川 へ の 合 流 点
:i . l iJ

3.10
た ま  が わ

玉 川 常 陸 大 官 市 北 塩 子 1 , 5 2 4 番 の ]  高 久 慈 川 へ の 合 流 点
i 6 . 2 i

i 6;i2 1

li言高 f ゎ1
需 陸 大 昌 1 1'長 出  lli4 1 答 地 元

玉 川 へ の 合 流 点
5 . 6 0

常 監 理 大 呂 市 長 出  6 0 3 答 地 先 5.60
び わ がわ

枇 杷 川 常 陸 大 宮 市 長 沢 1 , 0 6 8 番 地 先 の 県 道 橋 下 流 端 久慈川への合流点
5 . 0 lJ

5 . 0 0
もろ さ わ  がわ

諸 沢 川
常 躍 大 呂 市 諸 沢 4,4 5 3 答 地 先

久慈川への合流点
6.76

常 監 理 大 呂 市 諸 沢 l 0 答 の  l 地 先 6.76
く りoつ が わ

久 隆 川 長崎沢の合流点 久 慈 川 へ の 合 流 点
4 . 2 l i

4 .20
ゆ ざ わ  か わ

揚 沢 川
久落都 大 子 町 大手西 金手:l1量場9l lli 替 の  l 地 先

久 慈 川 へ の 合 流 点
1 . 8 0

同 町 同 大 字 同 手 9 l 7 ;替'地 先 1 . 80
おお さ わ  が わ

大 沢 川 久慈郡大子町大字栃原字滝沢858番地先の砂防堰堤 久 慈 川 へ の 合 流 点
8 . 0 0

8.00
たき がわ

滝 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 局 柴 子 井 母 木  2,2 5 6  答 地 先

久慈川への合流点
9.40

同 町 同 大 子 子 四 升 時  l , 7 l 8 答 地 先 9.40

l 精,7 久 慈 部 大 子 町 大 字 外 大 野 字 板 橋 7 1 番 地 先 の 田 中 橋 滝川への合流点
6 .50

6 . 5 0
おし がわ

押 川 栃 木 県 界 久慈川への合流点
1 0 . 8 0

10.80
あ さ  かわ

浅 川
条 1葉接 大 子 町 大 字 棋 野 地 字 東_2 , 3 2 5 替 の 1 地 先 の 架 子 押 川 へ の 合 流 点

li.0 l i
11.0 0

はっはらがわ

初 原 川
久結、部大f- lil J 大 子 1 i 員 子 間 々  l、 1 ,o lii 替 地 先

押 川 へ の 合 流 点
9 . 0 0

同 町 l 司 大 子 子  l、f ロ j 1 泉 8 8 5 答 地 先 9.00
あ い  かわ

相 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 相 川 子 川  平 l , lliii6 答 地 先

押 川 へ の 合 流 点
4.50
4:5 0同 町 同 大 字 字 梶 内 1 ,7 2 1 替 地 先

く ぼ た がわ

久 保 田  川
、全器平益t町 大 字 戸 野 宣 手 山 神 宣  l , 5 8 5  替 の  3 地 先 の 町

。 L ?而
押 川 へ の 合 流 点

1i . 2 0

3 . 20
や み f  かわ

八 溝 川
久落都 大 子 町 大手上 野 呂 手天 羽 奈 2 , 0 9 9 誉の ii 地 先

久 慈 川 へ の 合 流 点
l 4 . 8 3

i 4:8 3同 町 同 大 字 字 場 1 E し 子 向 1,6 7 3 答 の 1 地 先

l な学 郷 f,f 久慈郡大子町大字中郷字佐久料平2,076番地先の岸内橋 八溝川への合流点
3 . 6 0

3 . 60

3

< 出 典 : 茨 城 県 河 川 等 調 書 ( H 1 4 . 4 . 1 )  >
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第3節 河川整備計画の日標

1 , 河川整備計画の対象区間

河川整備計画の対象とする区間は, 表一1.4に掲げる久慈川圈域内の全ての茨

城県管理区間とする。
表一1 .4 対象区間

河川名

区 間 指 定 区 間 延 長
( k m )

( 上 段 : 左 岸 ,
下 段 ; 右 岸 )

上 流 端 ( 上 段 : 左 岸 ,  下 段 : 右 岸 ) 下流端

く じ が わ

久 慈 川 福島県界 (大子町大字下野宮)
常 陸 大 官 市 辰 ノ ロ  1 3 3 9 番
の 2 地 先 の 辰 の ロ 堰 上 流 端

4 2 . 4 3

42.43
も みや がわ

茂 宮 川 常 陸 太 田 市 高 貫 町 8 1 1 番 地 先 の 砂 防 堰 堤 久 慈 川 へ の 合 流 点
1 l 2 .'1;1

12.9 4

力営 iiア7l 光田川の合流点 茂 宮 川 へ の 合 流 点
2 .3 0

2.3 0
1 ん て ん が わ

弁 天 川 常 陸 太 田 市 真 弓 町 1 , 7 6 0 番 の 1 地 先 の 県 道 橋 亀 作 川 へ の 合 流 点
2 . l、10

2;00
た か ぬ き が わ

高 貫 川 常 陸 太 田 市 高 貫 町 1 , 9 5 5 番 地 先 の 市 道 橋 茂 宮 川 へ の 合 流 点
2 . 8 0

2 .80
さ と  がわ

里 川 常 陸 太 田 市 里 川 町 3 3 8 番 地 先 の 七 反 橋 常 陸 太 田 市 茅 根 町 1 6 3 番 地
先 ( 里 野 官 堰 上 流 端 )

1i9 . l、19

i 9:o9
し ぶ え が わ

渋 江 川 常陸太田市谷河原町 1 , 2 04番地先 里 川 へ の 合 流 点
2 . 1 0

2 .10
f ん t が わ

源 氏 川
需E醒太出lf ] 1、 大 門 町 2 0 8 l 答 の l 地 先

里川への合流点
9.3 8

常整産太田市 ト 大 門 町 3 0 0 答 の ' 3 地 先 9.3 8
い り し け ん が わ

入 四 間 川 日 立 市 入 四 間 町 3 0 4 番 地 先 の 堰 堤 里川への合流点
3 . 1 0

3 .10
て ん り ゅ う が わ

天 電 川 湯平川の合流点 里 川 へ の 合 流 点
2 . 4 0
2 .40

やま だ がわ

山 田 川 常 陸 太 田 市 上 高 倉 町 2 1 0 番 地 先 の 下 平 橋 常 陸 太 国 市 和 国 町 1 5 7 2 番
の 1 地 先 の 芦 間 堰 上 流 端

2 4.8 2

24.82
ゆ さわがわ

湯 の 沢 川 常 陸 太 田 市 大 字 大 平 町 5 番 地 先 山 田 川 へ の 合 流 点
l . 5 0
l . 5 0

そ め が わ

染 川 常 陸 太 田 市 東 染 町 1 , 3 0 7 番 の 2 地 先 の 県 道 橋 下 流 端 山 田 川 へ の 合 流 点
6 . 0 0

5 .00
り ゅ う じ ん が わ

竜 神 川 山 田 川 へ の 合 流 点
5 . 1 3

常 整 産 大 宮 r 1 1 語 沢 5 . 4 9 l 答 の 2 地 先 5. 1 3
あ さ  かわ

浅 川 常陸太田市上宮河内町1,875番地先の村道橋下流端 久慈川への合流点
2 1 . 9 3

' 2i:93

l 学等i7l 常陸太田市高柿町186番,187番,188番地先の取水堰 浅川への合流点
1 . 2 0

1.20

l 美常 7l 常 陸 太 田 市 赤 土 町 2 , 9 6 4 番 地 先 の 村 道 橋 浅川への合流点
3 . 1 0
3. 1 0

たま がわ

玉 川 常 陸 大 宮 市 北 塩 子 1 , 5 2 4 番 の 1 地 先 の 県 道 橋 久 慈 川 へ の 合 流 点
1 6 . 2 1

16.21

li常高 i7l 王川への合流点
5 .6 0

常整産大宮r11長田 6 0 ' 3 替 地 先 5.60
び わ が わ

枇 杷 川 常陸大宮市長沢1,068番地先の県道橋下流端 久慈川への合流点
6 . 0 0

5 .00
もろ さ わ  がわ

諸 沢 川
常 陸 大 呂 市 語 沢 4 . 4 5 8 替 地 先

久慈川への合流点
6. 76

常整産大宮if1 語 沢 l 0 替 の l 地 先 6. 76
く り o う  がわ

久 隆 川 長崎沢の合流点 久慈川への合流点
4 . 2 0

4 .2 0
ゆ ざわ かわ

湯 沢 川
久 悪 部 大 子 町 大 :子 由 金 子 : l 1 星 場 9 l 6 答 の  l 地 先

久慈川への合流点
1.80
1 8 0同 町 司 大 字 同 手 9 1 7 答 地 先

おお さ わ  がわ

大 沢 川 久 慈 部 大 子 町 大 字 栃 原 字 滝 沢 3 5 8 番 地 先 の 砂 防 堰 堤 久慈川への合流点
8 . l、10

8:00
たま が わ

滝 川 久慈川への合流点
9.4 0

同 町 同 大 字 手 四 升 時 l , 7 l 8 替 地 先 9.40

l 実新l 久慈部大子町大字外大野字板橋71番地先の田中橋 滝川への合流点
6.5 0

6 .50
おし が わ

押 川 栃木県界 久慈川への合流点
1i _l . 3 ll

i 0:80
あ さ  かわ

浅 川
全表穩大 子 町 大 子 根 野 地 子 東 平 2 , 3 ' 2 5 答 の  l 地 先 の 果 子

押川への合流点
1i .l_l iJ
11.00

はっはらがわ

初 原 川
久悪都 大 f町 大 手1i頁 子 間 々  l、 l , 5:ii '答 地 先

押川への合流点
9.0 0

同 町 司 大 字 字 ト f 可 原 8 8 5 答 地 先 9.00
あ い  かわ

相 川
1 人 絡部 大 f一 因 」 大 子 相 川 子 川 平  1,lli i:;6 誉地 元

押 川 へ の 合 流 点
4 .5 0

同 町 同 大 子 子 梶 内 l ,7 2 l 答 地 先 4.50
く ば た がわ

久 保 田 川
各器学さ誌町 大 手 戸 野 倉 手 山 神 堂 1 , 5 8 5 答 の 3 地 先 の 町
通 ・ 流

押 川 へ の 合 流 点
3 .2 0

3 ?i2 0
や み f  かわ

八 溝 川
久 悪 部 大 子 町 大 子 上 野 呂 子 天 羽 奈 2,u9 9 答 の lii 地 先

久慈川への合流点
1 4.8 3

同 町 同 大 子 子 揚 地 子 向 l , 6 7 1i 答 の l 地 先 14.83

l な準素i7l 久慈部大子町大字中郷字佐久料平2,07 6番地先の岸内橋 八 溝 川 へ の 合 流 点
3 . 6 0
3:6 0

2

< 出 典 : 茨 城 県 河 川 等 調 書 ( H 1 4 . 4 . 1 )  >





変 更 後 変 更 前

2. 河川整備計画の対象期間

本圈域の河川整備事業を進めるにあたっては, 流域内の人口分布や土地利用

の変化への対応を考慮した上で,  治水効果の早期発現や自然環境に配慮した
か ど う  _
河道改修等, 効 果 的 な 河 川 改 修 を 段 階 的 に 行 つ て い く も の と し ,  本河川整備計

画 の 期 間 は 概 ね 3 0 年 間 と す る 。

なお, 本計画は現時点の圈域の社会状況, 自然状況, 河道状況に基づき策定

さ れ る も の で あ り , 策 定 後 に お け る こ れ ら の 状 況 の 変 化 や 新 た な 知 見 ・ 技 術 等

の 変 化 に よ り , 適 宜 見 直 し を 行 う も の と す る 。

3. 洪水 , 津波・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する日標

本圈域内の河川においては, 治水安全度の目標として, 流域の市街化動向や

沿 川 の 資 産 状 況 , 河 川 の 重 要 度 等 を 勘 案 し , 暫 定 的 な 整 備 も 含 め , 久 慈 川 , 里

川 に お い て は 年 超 過 確 率 1 / 1 0 規 模 , 玉 川 が 年 超 過 確 率 1 / 2 規 模 , 浅 川 , 茂 宮

川 が 年 超 過 確 率 1 / 1 5 規 模 の 洪 水 を 安 全 に 流 下 さ せ る こ と を 目 標 と す る 。 茂 宮

川河口部にっいては, L 1 津 波※ ・ 高 潮 に 対 し て は 河 川 堤 防 等 に よ っ て 防 御 し 浸

水 被 害 を 防 ぐ と と も に , L 1 津 波※ を 超 え る 津 波 に 対 し て は , 堤 防 を 粘 り 強 い 構

造 と す る な ど 被 害 の 軽 減 を 図 る 。

ま た , 河 川 整 備 を 行 う 際 は , 圈 域 内 の 基 幹 と な る 河 川 , 浸 水 被 害 の 発 生 し て

い る 河 川 や , 人 口 , 資 産 等 が 集 積 し て い る 区 間 を 重 点 的 に 進 め て い く も の と し ,

同 時 に , 地 域 及 び 各 関 係 機 関 等 が 連 携 し た 遊 水 ・ 貯 留 機 能 の 確 保 ・ 向 上 や , 浸

水が見込まれる区域における土地利用・住まい方などを組み合わせる多重防御

治水を推進する。

さ ら に ,  圏域の各河川において施設の能力を上回る洪水が発生した場合に,

人 命 ・ 資 産 ・ 社 会 経 済 の 被 害 を で き る 限 り 軽 減 す る こ と を 目 標 と し て , 施 設 の

構 造 や 連 用 等 を 工 夫 す る と と も に , 関 係 機 関 と 連 携 し て , 円 滑 か っ 迅 速 な 避 難

の 促 進 等 を 図 る こ と に よ り , 危 機 管 理 型 ハー ド 対 策 と ソ フ ト 対 策 を 一体 的 ・ 計

画的に推進する。

※ : 発 生 頻 度 は 高 く 、 津 波 高 は 低 い も の の 大 き な 被 害 を も た ら す 津 波 ( 数 十 年 か ら 百 数 十 年 の 頻 度 )
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本圏域の河川整備事業を進めるにあたっては,  流域内の人口分布や土地利用

の 変 化 へ の 対 応 を 考 慮 し た 上 で ,  治水効果の早期発現や自然環境に配慮した
か ど う  - -
河道改修等, 効 果 的 な 河 川 改 修 を 段 階 的 に 行 つ て い く も の と し ,  本河川整備計

画 の 期 間 は 概 ね 3 0 年 間 と す る 。

な お ,  本計画は現時点の圏域の社会状況, 自然状況, 河道状況に基づき策定

さ れ る も の で あ り , 策 定 後 に お け る こ れ ら の 状 況 の 変 化 や 新 た な 知 見 ・ 技 術 等

の 変 化 に よ り , 適 宜 見 直 し を 行 う も の と す る 。

3. 洪 水 、  津波・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する日標

本圏域内の河川においては, 治水安全度の目標として,  流域の市街化動向や

沿川の資産状況, 河川の重要度等を勘案し,  暫 定 的 な 整 備 も 含 め ,  久慈川にお

い て は , 年 超 過 確 率 1 / 1 0 規 模 , 玉 川 が 年 超 過 確 率 1 / 2 規 模 , 浅 川 , 茂 宮 川 が 年

超 過 確 率 1 / 1 5 規 模 の 洪 水 を 安 全 に 流 下 さ せ る こ と を 目 標 と す る 。  茂宮川河 ロ

部 に っ い て は , L 1 津 波 ※ ・ 高 潮 に 対 し て は 河 川 堤 防 等 に よ っ て 防 御 し 浸 水 被 害

を 防 ぐ と と も に , L 1 津 波※ を 超 え る 津 波 に 対 し て は , 堤 防 を 粘 り 強 い 構 造 と す

る な ど 被 害 の 軽 減 を 図 る 。

ま た , 河 川 整 備 を 行 う 際 は ,  圈 域 内 の 基 幹 と な る 河 川 , 浸 水 被 害 の 発 生 し て

い る 河 川 や ,  人口, 資 産 等 が 集 積 し て い る 区 間 を 重 点 的 に 進 め て い く も の と す

る 。

※ : 発 生 頻 度 は 高 く 、 津 波 高 は 低 い も の の 大 き な 被 害 を も た ら す 津 波 ( 数 十 年 か ら 百 数 十 年 の 頻 度 )
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変 更 後 変 更 前

4. 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する日標

本圈域内の河川にっいては, 基 本 的 に 現 在 の 流 況 を 保 持 す る も の と す る 。

ま た ,  低水流況の向上のため関係機関や地域住民と連携して, 圏域内に現存

する森林や農地, た め 池 等 の 保 全 等 を 図 り ,  健 全 な 水 循 環 系 の 構 築 に 努 め る も

の と す る 。

5. 河川環境の整備と保全に関する日標

本圈域内では, 地 域 の 特 色 あ る 植 生 ,  豊かな動植物の生育・生息環境等の自

然環境に十分配慮した河川整i ぃ く も の と す る 。

水質の改善及び保全の目標i: 変 , 各 河 川 の 類 型 指 定 に よ る 環 境 基 準 値

に よ る も の と し ,  現 在 ,  類型名 ぃ な い 河 川 に っ い て も ,  下水道部局等

と 連 携 を 図 り な が ら 水 質 の 保 f  更 っ い て 検 討 し て い く も の と す る 。

ま た , 河 川 空 間 や 河 川 に 係 i  な べ ン ト 等 に も 配 慮 し , 地 域 住 民 の 多 様
. d・ _ .

化 す る ニ ー ス に も 対 応 し た 親  、る 川 づ く り に 取 り 組 ん で い く も の と

し

す る 。

(1ページ増)
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変 更 後 変 更 前

第2章 河川の整備の実施に関する事項

第1節 河川工事の日的, 種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行によ り設置される河川管理施設の機能の概要

1, 河川エ事の日的

河 道 改 修 , 河 川 環 境 整 備 に よ り 浸 水 被 害 の 軽 減 を 図 る と と も に , 動 植 物 の 良

好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 , 良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 , 人 と 河 川 と の 豊

か な 触 れ 合 い 活 動 の 場 の 維 持 ・ 形 成 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

2. 河川工事の種類

本 計 画 に お け る 河 川 工 事 と し て は , 河 道 改 修 を 実 施 す る 。 河 道 改 修 で は , 河
_ か さ あ

積 の 不 足 し て い る 箇 所 等 に お い て , 川 幅 を 拡 げ る と と も に , 堤 防 の 嵩 上 げ 及 び

河 床 の 掘 削 を 行 い , 計 画 流 量 を 安 全 に 流 下 で き る よ う に す る 。 そ の 際 , 河 道 周

辺の遊水機能を保持し沿川の宅地を浸水から防御する。 本 川 ・ 支 川 が 合 流 す る

箇 所 に お い て は 安 全 に 洪 水 を 流 下 さ せ る こ と が で き る よ う , 本 川 の 管 理 者 と 連

携 し て 河 川 整 備 を 実 施 す る 。 ま た , 動 植 物 の 生 息 ・ 生 育 環 境 や , 景 観 に 配 慮 し

た 整 備 を 行 う も の と す る 。

な お , 老 朽 化 し た 水 門 ・ 樋 門 ・ 樋 管 等 の 河 川 管 理 施 設 に っ い て は , 長 寿 命 化

等の対策を計画的に進め, 延 命 化 を 図 る も の と す る 。

3. 河川工事の施行の場所

河川工事の施行場所は, 下表に示す河道の流下能力が不足している区間等を

整 備 す る 箇 所 と す る 。

表一2.1 河川工事の施行場所

第2章 河川の整備の実施に関する事項

第1節 河川工事の日的, 種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要

1. 河川工事の日的

河 道 改 修 , 河 川 環 境 整 備 に よ り 浸 水 被 害 の 軽 減 を 図 る と と も に , 動 植 物 の 良

好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 , 良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 , 人 と 河 川 と の 豊

か な 触 れ 合 い 活 動 の 場 の 維 持 ・ 形 成 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。

2. 河川工事の種類

本 計 画 に お け る 河 川 工 事 と し て は , 河 道 改 修 を 実 施 す る 。 河 道 改 修 で は , 河
_ _ か さ あ

積 の 不 足 し て い る 箇 所 等 に お い て , 川 幅 を 拡 げ る と と も に , 堤 防 の 嵩 上 げ 及 び

河 床 の 掘 削 を 行 い , 計 画 流 量 を 安 全 に 流 下 で き る よ う に す る 。 そ の 際 , 河 道 周

辺の遊水機能を保持し沿川の宅地を浸水から防御する。 ま た ,  動植物の生息・

生育環境や, 景 観 に 配 慮 し た 整 備 を 行 う も の と す る 。

なお, 老 朽 化 し た 水 門 ・ 樋 門 ・ 樋 管 等 の 河 川 管 理 施 設 に っ い て は ,  長 寿 命 化

等の対策を計画的に進め, 延 命 化 を 図 る も の と す る 。

3. 河川工事の施行の場所

河川工事の施行場所は, 下表に示す河道の流下能力が不足している区間等を

整 備 す る 箇 所 と す る 。

表 一 2 .1  河川工事の施行場所

河川名 種類
区 間

(下流) ̃ (上流)
延長

河川名 種類
区 間

(下流) ̃ (上流)
延長 河道改修

(大子地区)

大子町池田地先 国 道 1 1 8 号  (川山橋)

( 63 . 0 kn ) ̃ (65.5km)
約 2.5km

反意 f li
く じ が わ

久慈川 河道改修
辰ノロ堰上流端 福島県境

(常陸大官市辰ノロ) ̃ (大子町大字下野宮)
約42.4km 河道改修

(南田気地区)

Jt水郡線 大子町南田気地先
第6久.餘、川橋梁上流 ̃

(60.0km)
( 59 . 0 kn )

約 1 .0km

た ま が わ

玉川 河道改修 国道118号(玉川橋) ̃ 市道(上玉川橋) 約6.0km
河道改修

(岩崎地区)

常陸大宮市岩崎地先 常陸大宮市岩崎地先

( 3 3 . 2 5 km ) ̃ (34.25km)
約 1 . 0 k n

あ さ か ゎ

浅川 河道改修 構線1常「 ̃ 国 道 2 9 3 号 ( 浅 川 橋 )1 田 p

約2.6km

た業j l7

動7

河道改修

河道改修

国 道 1 1 8 号 ( 玉 川 橋 )  ̃ 市 道 ( 上 玉 川 橋 )

県 道 常 陸 那 珂 港  ̃ 国 道 2 g 3 号 ( 浅 川 橋 )
山 方 線 ( 副 堰 橋 )

約 6 .0 km

約 2 .6km

t み や が わ

茂宮川 河道改修 国道245号(新茂宮橋) ̃ 国道6号(茂宮川橋) 約3.2km

さ :・ わ

里川 河道改修
県管理区間下流端 入四間川合流点

(常陸太田市芽根町) ̃ (日立市東河内町)
約10.8km

震指 f li 河道改修 国 道 2 4 5 号  ̃ 玉、首 ロ (茂一川橋)
(新茂一橋) 国通 6 万 呂昌

約 3.2km
ま た ,  圏域の各河川において, 危機管理型ハー ド対策と して越水等が発生し

場 合 で も 決 壊 ま で の 時 間 を 少 し で も 引 き 延 ば す よ う 堤 防 構 造 を 工 夫 す る 対

を ,  本 川 と の 合 流 部 区 間 等 に お い て 実 施 す る 。

l 7

た

策
15
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図一2.2 河川工事の施行区間模式図
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変 更 後 変 更 前

< 久 慈 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 0

」需= f1常 しj j ↓ M器 久慈川施工区間一大子地区
63 0km付近 改修計画- 8∞ - 1 m - ooo - 4oo - o - い ぺ号 1 0.t (特残提防十發提)=1= H M L -一?

111
' i-

l,i a 数 i '取 a n

』藤一:;改 :基:'& t'改 現況断面
直轄管理区間 表 城 県 管 理 区 間 4 a 4 k m

( 単 位 : m 3 / s )

< 玉 川 > 計 画 規 模 : 1 / 2

(国j川1活l 号 1 J R 水 都 線 村 国 橋 中 i 川 橋

=上 i 川 橋

f
き - 320 230 - 200 - 200 - 80- l60 - 00 - 80

川 f
o 體 a2k・付近

「 t 1用 3 om 3o7m aom

』1 k 1 , k 5 , k 1 , 2 a8m1 H W j ---_ _

m o f. 施行区間 , 8 4 o能 2 -◆m二, --j:-
(単位:m3/s )

< 浅 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 5

・ =響 l I 間 l 書 浅川橋 3.3km付近,三 (国道293号) a。, l  - 4 M m  1 r的

益 1 
川 - 33o - 33o ← 31o a3m1 H w L

i aok 1 5k 4 1k 一一_4 3高 、

, 施 行 区 間  、

( 単 位 : m3/s)

< 茂 宮 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 5

t新茂宮橋 茂宮1ll橋
(国道245号) (国道6号)

/ ・/

j ← 310 河口より30km付近

港

ao1 1聯月断面 92 6m 「om00 6 m 1 H w L

a2k a生 _: _5im= S- 一_
, 施行区間 t

( 単 位 : m 3 / s )

図 一2 . 3 各 河 川 の 流 量 配 分 図 及 び 代 表 断 面 図
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< 久 慈 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 0

」一1し1 i i- 1800 - 1700 - 1(1ll10 - 1400 一 _0 -
? ¥--;単 位

處点 1晶 ( 単 位 : m3/S)

S 1 性 S k  a散 l_k一一 前:=i-l j施 .能 通 司  前 県 通 間  福 朝 通 間

Hl/1500 久 慈 川 施 行 区 間 一 大 子 地 区一 /1000 63 0 km付近 改修計画
国道119号 (特除還防十築環1一一 H.WL 〇= - ,

i-
現況断面

0

< 玉 川 > 計 画 規 模 : 1 / 2

に 1l者号 ) J R 水 部 線 村 田 橋 申 i 川 橋

1三上 i 川 橋

↑ f
慧 ← 320 230 ← 200 -・_ 200 -_ 80← 160 ← 100 ← 80

川 r
6 験 6 2k・付近

望
↑ 川 3 0 30 7m 3 0m

'ut - °u 'm L-1
的 mk 6 3 l  56gk 7 0- H W L ' - -

1 k 0一施行区間 84 k O e k -k - 一一3 Sm 高 一 , - 1

( 単 位 : m3/s)

< 浅 川 > 計画規模:1/15t解 響 区 間  重
ま 浅川橋 3.3km付近

a l1垣橋 ? (国道2g3号)

久 1=j aa,, _ ・M m  l ド。m

需 ← 3 3 0  ← 3 3 0  ← 310 0.3m1 v HwL

↓ 一一一4 3 m 、、、

0 0k 1 5k 4 1k:, 施行区間 1 :
(単位:m3/s )

< 茂 宮 川 >  計画規模:1/15

t新茂宮橋 茂富川橋

(国道245号) (国道6号)
/ 、/

呈 - 310 河ロより3 0km付近

差

3 °1 1現 M  926m  「°m一0 a m 1  H W L

02k  34k  一一3「im - -

, 施行区間 ,:
( 単 位 : m 3/s)

図一2.3各河川の流量配分図及び代表断面図(1 )
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変 更 後 変 更 前

< 里 川 > 計 画 規 模 : 1 / 1 0

該当なし 新規追加

=, 施 行 区 間  :l
0 .55km付近

0.0k 6 8 k  10.8k

差 3地lト f °m
川 - 550 - 510 1 om1 _ H w 1

! =1い 一一: :_ 3 7 -, , 器
直 韓 管 理 区 間 茨 城 県 管 理 区 間  川

( 単 位 : m 3 / s )

図一2.3 各河川の流量配分図及び代表断面図 (2)

( 1 ページ増)
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4. 河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

圈 域 内 の 整 備 対 象 区 間 ( 河 川 ) に お い て は , 以 下 の よ う な 河 川 の 整 備 を 行 う 。

河道改修は, 河床掘削, 低水路拡幅及び築堤により流下断面を拡大して計画

流 量 を 安 全 に 流 下 で き る よ う に す る 。 そ の 際 , 河 床 掘 削 は 流 下 能 力 が 不 足 す る

箇 所 に っ い て 行 う も の と し ,  現 況 河 道 を 極 力 残 す も の と す る 。

〇 久 慈 川  (一部削除)
ち く て い  か く ふ く

久 慈 川 の 河 道 改 修 に っ い て は , 部 分 的 な 築 堤 , 低 水 路 拡 幅 等 を 行 い , 早 期

に 沿 川 の 宅 地 へ の 浸 水 を 防 御 す る も の と す る 。

ま た ,  改修箇所にっいては, 現状で良好な河川環境が保たれている久慈川

の現況河道特性を活かし, 魚類等に配慮したみお筋等の保全を図る。

護岸にっいては,状況に応じ自然素材を使用する等,動植物の良好な生息 ・

生 育 環 境 の 保 全 に 努 め る の み で な く , 良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮 す る

も の と す る 。

久慈川の岩崎地区においては,良好なまち空間と水辺空間形成のため,「久

慈 川 か わ ま ち づ く り 計 画 」  に基づき,  地元常陸大宮市と河川管理者茨城県と

し て 連 携 を 図 り な が ら , ま ち づ く り の 拠 点 と し て 水 辺 空 間 整 備 を 進 め , そ の

利 活 用 を 推 進 し て い く 。一E
a ?2

M ■ E理_ - j圈 a田 _g口国一 a

一 =

富 n田翻翻-藥観 ii 題 思 ,  -:・-

E 観一,-S 題 ls - 国

4. 河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

圏 域 内 の 整 備 対 象 区 間 ( 河 川 ) に お い て は , 以 下 の よ う な 河 川 の 整 備 を 行 う 。

河道改修は, 河床掘削, 低 水 路 拡 幅 及 び 築 堤 に よ り 流 下 断 面 を 拡 大 し て 計 画

流 量 を 安 全 に 流 下 で き る よ う に す る 。 そ の 際 ,  河床掘削は流下能力が不足する

箇 所 に っ い て 行 う も の と し , 現 況 河 道 を 極 力 残 す も の と す る 。

〇 久 慈 川

久 慈 川 の 河 道 改 修 に っ い て は , 業  a '  , ゛ '

告 ち く て い  か くt _
, 部分的な築堤, 低水路拡幅等を行い, 早期に沿川の宅地への浸水

を 防 御 す る も の と す る 。

ま た ,  改修箇所にっいては, 現状で良好な河川環境が保たれている久慈川

の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮したみお筋等の保全を図る。

護 岸 に っ い て は ,  状 況 に 応 じ 自 然 素 材 を 使 用 す る 等 ,  動植物の良好な生

息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 に 努 め る の み で な く ,  良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮

す る も の と す る 。

久 慈 川 の 岩 崎 地 区 に お い て は , 良 好 な ま ち 空 間 と 水 辺 空 間 形 成 の た め ,  「久

慈 川 か わ ま ち づ く り 計 画 」  に 基 づ き ,  地元常陸大宮市と河川管理者茨城県と

し て 連 携 を 図 り な が ら ,  ま ち づ く り の 拠 点 と し て 水 辺 空 間 整 備 を 進 め ,  そ の

利 活 用 を 推 進 し て い く 。

'j_ _i
_
口
E

■■l:?l

l

' '-

I室
現 況 河 床 を 残 し た 久 慈 川 の 河 道 改 修 例 l
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左 : 松 沼 橋 付 近 ,  右 : 久 慈 川 橋 付 近 ) 現況河床を残した久慈川の河道改修修
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1 ( 左 : 松 沼 橋 付 近 ,  右 : 久 慈 川 橋 付 近 )

-22-



変 更 後 変 更 前

〇 玉 川

改修箇所にっいては,  蛇行部等の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮し

た み お 筋 等 の 保 全 ・ 形 成 を 図 る 。 護 岸 に っ い て は , 状 況 に 応 じ 自 然 素 材 を 使

用 す る 等 , 動 植 物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に 努 め る の み で な く ,

良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮 す る も の と す る 。

〇 浅 川

改 修 下 流 端 か ら 2 . 5 k m 付 近 の 旧 河 道 は , ヤ ナ ギ 林 や ョ シ 等 の 湿 性 植 物 が 分

布 す る 良 好 な 自 然 環 境 を 維 持 し て い る た め ,  こ の 旧 河 道 を 活 か し た ヮ ン ド を

設 け る 。 ま た , 現 況 み お 筋 等 の 保 全 ・ 形 成 を 図 り , 護 岸 に っ い て は , 状 況 に

応 じ 自 然 素 材 を 使 用 す る 等 , 動 植 物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に

努 め る の み で な く ,  良好な景観 - 1多成にも配慮するものとする。

〇 茂 宮 川  変
改 修 箇 所 に っ い て は , 蛇 行 部  更 可道特性を活かし, みお筋等の保全

を 図 る と と も に , 護 岸 を 出 来 る  な 、b透 水 性 の あ る 構 造 に す る 等 , 動 植
◆

物の良好な生息・生育環境の保 こ 努 め る 。
ひ が た  し

なお, 河口部に広がる干潟は lli , 甲 殻 類 等 の 生 息 場 と な っ て い る

た め ,  維 持 に 配 慮 す る も の と す

さ ら に , 河 口 部 の 護 岸 ・ 堤 防 の 地 震 ・ 津 波 ・ 高 潮 対 策 と し て , L 1 津 波※ ・

高 潮 に 対 し て は , 洪 水 を 対 象 と し た 堤 防 嵩 上 げ に よ り 防 御 し , L 1 津 波 ※ を 超

え る 津 波 に 対 し て は ,  津 波 が 天 端 を 越 流 し た 場 合 で あ っ て も ,  護 岸 ・ 堤 防 等

の 河 川 管 理 施 設 が 破 壊 , 倒 壊 す る ま で の 時 間 を 少 し で も 長 く す る , あ る い は ,

同 施 設 が 完 全 に 流 出 し た 状 態 で あ る 全 壊 に 至 る 可 能 性 を 少 し で も 減 ら す と

い っ た 減 災 効 果 が 発 現 で き る よ う 粘 り 強 い 構 造 と す る 。

〇 玉 川

改修箇所にっいては,  蛇行部等の現況河道特性を活かし,  魚類等に配慮し

た み お 筋 等 の 保 全 ・ 形 成 を 図 る 。  護岸にっいては, 状況に応じ自然素材を使

用 す る 等 , 動 植 物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に 努 め る の み で な く ,

良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮 す る も の と す る 。

〇 浅 川

改 修 下 流 端 か ら 2 . 5 k m 付 近 の 旧 河 道 は , ヤ ナ ギ 林 や ョ シ 等 の 湿 性 植 物 が 分

布 す る 良 好 な 自 然 環 境 を 維 持 し て い る た め ,  こ の 旧 河 道 を 活 か し た ヮ ン ド を

設 け る 。 ま た , 現 況 み お 筋 等 の 保 全 ・ 形 成 を 図 り , 護 岸 に っ い て は , 状 況 に

応 じ 自 然 素 材 を 使 用 す る 等 , 動 植 物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に

努 め る の み で な く ,  良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮 す る も の と す る 。

〇 茂 宮 川

改修箇所にっいては, 蛇行部等の現況河道特性を活かし,  みお筋等の保全
く う げ き

を 図 る と と も に , 護 岸 を 出 来 る だ け 空 隙 や 透 水 性 の あ る 構 造 に す る 等 , 動 植

物 の 良 好 な 生 息 ・ 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に 努 め る 。
ひ が た

な お ,  河口部に広がる干潟は鳥類,  貝 類 ,  甲 殻 類 等 の 生 息 場 と な っ て い る

た め ,  維 持 に 配 慮 す る も の と す る 。

さ ら に , 河 口 部 の 護 岸 ・ 堤 防 の 地 震 ・ 津 波 ・ 高 潮 対 策 と し て , L 1 津 波※ ・

高 潮 に 対 し て は , 洪 水 を 対 象 と し た 堤 防 嵩 上 げ に よ り 防 御 し , L 1 津 波 ※ を 超

え る 津 波 に 対 し て は ,  津 波 が 天 端 を 越 流 し た 場 合 で あ っ て も ,  護 岸 ・ 堤 防 等

の 河 川 管 理 施 設 が 破 壊 , 倒 壊 す る ま で の 時 間 を 少 し で も 長 く す る , あ る い は ,

同 施 設 が 完 全 に 流 出 し た 状 態 で あ る 全 壊 に 至 る 可 能 性 を 少 し で も 減 ら す と

い っ た 減 災 効 果 が 発 現 で き る よ う 粘 り 強 い 構 造 と す る 。

N改修前

_ 量

n l _ i 日

義i ii,? 、
. 器 ' ‘、

、 i 、 1

自 然 環 境 の 保 全 ・ 回 復 に 配 慮 し ,

> < 発 生 頻 度 は 高 く 、 感 波 高 は 低 い も の

E 改 修 後  左 岸 側 の構 ッ ク を 除 去し 、 期 用 力 形 成 さ れ て し る

理 - -
jつ n0 i . 」

,浅 川 の 改 修 例 ( 善 光 寺 橋 付 近 )

の 大 き な 被 害 を も た ら す 津 波  ( 数 十 年 か ら 百 数 十 年 の 頻 度 )

3

N改 修 前

t

i 日' 題一

選 aお

at;i
、 、 i 、

自 然 環 境 の 保 全 ・ 回 復 に 配 慮 し ,

X 発 生 頻 度 は 高 く 、 津 渡 高 は 低 い も の

_ 左 岸 側 の 藤 岸 ブ ロ ッ ク を 除 去 P
し 、 期 消 が 形 成 さ れ て い るa-i E l -

0 X - ?

M i二=_ 1i

浅 川 の 改 修 例 ( 善 光 寺 橋 付 近 )

大 き な 被 害 を も た ら す 津 波 ( 数 十 年 か ら 百 数 十 年 の 頻 度 )
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変 更 後 変 更 前

〇 里 川
ち く て い  か く j く  _

河道改修にっいては, 部分的な築堤, 低水路拡幅等を行い, 早期に沿川の

宅地への浸水を防御するものとする。

改修箇所にっいては, 蛇行部等の現況河道特性を活かし, 魚類等に配慮し

た み お 筋 等 の 保 全 ・ 形 成 を 図 る 。  護岸にっいては, 状況に応じ自然素材を使

用する等,動植物の良好な生息 - 生 育 環 境 の 保 全 ・ 復 元 に 努 め る の み で な く ,

良 好 な 景 観 の 維 持 ・ 形 成 に も 配 慮 す る も の と す る 。

5. 河川管理施設の地震対策に関する概要

地震による堤防や樋管を含む河川管理施設の機能喪失を防ぐことは, 被災直

後 に 起 こ り う る 洪 水 津 波 被 害 か ら 流 域 住 民 の 生 命 ,  財 産 を 守 る こ と に 直 結 す る

た め ,  河川構造物の地震対策は重要である。

地震対策にっいては, 河川構造物の耐震点検を行い, 耐震性能にっいて実施

した照査結果に応じて必要な対策を講じる。

24

該当なし 新規追加

5. 河川管理施設の地震対策に関する概要

地震による堤防や樋管を含む河川管理施設の機能喪失を防ぐことは,  被災直

後 に 起 こ り う る 洪 水 津 波 被 害 か ら 流 域 住 民 の 生 命 ,  財 産 を 守 る こ と に 直 結 す る

ため, 河川構造物の地震対策は重要である。

地震対策にっいては, 河川構造物の耐震点検を行い, 耐震性能にっいて実施

し た 照 査 結 果 に 応 じ て 必 要 な 対 策 を 講 じ る 。

21
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変 更 後 変 更 前

第2節 河川の維持の日的, 種類及び施行の場所

1. 河川維持の目的

河川の維持管理にっいては, 災害の発生防止や河川の適正な利用, 流水の正

常な機能の維持, 河川環境の整備と保全等の観点から,  河川本来の機能が十分

発 揮 さ れ , か っ , そ の 日 標 が 達 成 で き る よ う , 圏 域 内 の 河 川 に お け る 県 管 理 区

間 に お い て ,  適切な維持管理に努める。

2. 河川維持の種類

(1) 河川管理施設

堤 防 ,  護 岸 等 の 施 設 が そ の 機 能 を 常 に 発 揮 し 得 る よ う ,  日常的な河川巡視に

よ る 異 常 の 早 期 発 見 , 状 況 の 把 握 を 行 う と と も に ,  出水期前点検等を実施し,

その結果を点検簿に記録する。 ま た ,  洪水等により堤防や河岸が被災した場合

に は 速 や か に こ れ を 復 旧 す る な ど の 必 要 な 対 策 を 行 う 。

(2) 河道の維持管理

定期的な河川巡視による堤防河岸や河床の状況把握に努め, 樹木の伐採, 河

道の土砂払い, 除 草 や ゴ ミ 掃 除 等 ,  洪水流下能力の維持や堤防河岸の利用に配

慮 し た 適 切 な 維 持 管 理 を 行 つ て い く と と も に , 河 川 を 生 息 , 生 育 の 場 と し て い

る 動 植 物 に 対 し て 影 響 が 生 じ な い よ う に 配 慮 し て い く 。

(3) 流水の正常な機能の維持

流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に あ た っ て は , 河 川 バ ト ロ ー ル 等 を 実 施 し , 利 水 や

生物の生息, 生育, 景 観 な ど に 必 要 な 流 量 が 確 保 さ れ て い る か 点 検 を 行 い ,  水

利 用 の 適 正 化 に 向 け た 関 係 機 関 と の 協 力 及 び 連 携 を 図 る と と も に , 渇 水 時 に は

渇水連絡調整会議を開催するなどして水利用相互の節水協力を求める。

(4) 水質の保全

水質にっいては, 下水道の整備等の生活排水対策やゴミ問題等にっいて地域

及 び 関 係 機 関 と 協 力 , 連 携 を 図 り , 水 質 の 保 全 ・ 改 善 に 努 め る 。

ま た ,  水質事故が発生した際は, 関 係 機 関 と 連 携 し ,  速やかな対応に努める

も の と す る 。

(5) ダ ム , 貯 水 池 の 維 持 管 理

竜 神 ダ ム 本 体 と そ れ に 関 わ る 施 設 ,  貯水池等を常に良好に保つために必要な

計 測 ・ 点 検 等 を 実 施 し ,  その機能の維持に努める。

な お , そ の 際 , 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に 基 づ き , 各 施 設 の 補 修 コ ス ト を 勘 案 し て ,

効 率 的 ・ 効 果 的 な 施 設 の 機 能 保 全 を 図 る 。
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第2節 河川の維持の日的, 種類及び施行の場所

1. 河川維持の日的

河川の維持管理にっいては, 災害の発生防止や河川の適正な利用, 流水の正

常な機能の維持, 河川環境の整備と保全等の観点から,  河川本来の機能が十分

発 揮 さ れ , か っ , そ の 日 標 が 達 成 で き る よ う , 圏 域 内 の 河 川 に お け る 県 管 理 区

間 に お い て ,  適切な維持管理に努める。

2. 河川維持の種類

( l )  河川管理施設

堤 防 ,  護 岸 等 の 施 設 が そ の 機 能 を 常 に 発 揮 し 得 る よ う ,  日常的な河川巡視に

よ る 異 常 の 早 期 発 見 , 状 況 の 把 握 を 行 う と と も に ,  出水期前点検等を実施し,

その結果を点検簿に記録する。 ま た ,  洪水等により堤防や河岸が被災した場合

には速やかにこれを復l日するなどの必要な対策を行う。

(2) 河道の維持管理

定期的な河川巡視による堤防河岸や河床の状況把握に努め,河道の土砂払い,

除 草 や ゴ ミ 掃 除 等 ,  洪水流下能力の維持や堤防河岸の利用に配慮した適切な維

持 管 理 を 行 つ て い く と と も に , 河 川 を 生 息 , 生 育 の 場 と し て い る 動 植 物 に 対 し

て 影 響 が 生 じ な い よ う に 配 慮 し て い く 。

(3) 流水の正常な機能の維持

流水の正常な機能の維持にあたっては,  河 川 パ ト ロ ー ル 等 を 実 施 し ,  利水や

生物の生息, 生育, 景 観 な ど に 必 要 な 流 量 が 確 保 さ れ て い る か 点 検 を 行 い ,  水

利 用 の 適 正 化 に 向 け た 関 係 機 関 と の 協 力 及 び 連 携 を 図 る と と も に ,  渇水時には

渇水連絡調整会議を開催するなどして水利用相互の節水協力を求める。

(4) 水質の保全

水質にっいては, 下水道の整備等の生活排水対策やゴミ 問題等にっいて地域

及 び 関 係 機 関 と 協 力 , 連 携 を 図 り , 水 質 の 保 全 ・ 改 善 に 努 め る 。

ま た ,  水質事故が発生した際は, 関 係 機 関 と 連 携 し ,  速やかな対応に努める

も の と す る 。

(5) ダ ム , 貯 水 池 の 維 持 管 理

竜 神 ダ ム 本 体 と そ れ に 関 わ る 施 設 , 貯水池等を常に良好に保つために必要な

計 測 ・ 点 検 等 を 実 施 し , そ の 機 能 の 維 持 に 努 め る 。

な お , そ の 際 , 長 寿 命 化 修 繕 計 画 に 基 づ き , 各 施 設 の 補 修 コ ス ト を 勘 案 し て ,

効 率 的 ・  効果的な施設の機能保全を図る。
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(6) 水 門 , 排 水 機 場 , 樋 門 等 の 維 持 管 理

施設の信頼性の確保と機能保持が図れ1

評 価 し , 適 切 な 維 持 修 繕 を 実 施 す る 。

な お , そ の 際 , 各 施 設 の 補 修 コ ス ト を 在

を 検 討 し , 効 率 的 ・ 効 果 的 な 施 設 の 機 能 i

図 一2.4主な河川管理施設一覧
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第3節 その他, 河川の整備を総合的に行うために必要な事項

1. 河川情報の提供

多樣化する流域住民のニーズに反映した河川整備を進めていくためには,  関

係機関及び流域住民の理解と協力が不可欠である。

そ の た め , 住 民 に 対 し 河 川 整 備 に 関 す る 様 々 な 情 報 を 広 く ホ ー ム ペ ー ジ 等 を

利用し意見を求め, 必 要 に 応 じ て 計 画 を 見 直 し て い く も の と す る 。

河 川 情 報 の 提 供 と し て , 圈 域 の 全 市 町 村 で 洪 水 ハ ザ ー ド マ ツ プ を 作 成 し , ホ

ー ム ぺ ー ジ で 公 表 す る と と も に , 住 民 に 配 布 し て い る 。

ま た ,  洪水時の危険度を把握するため, 洪 水 時 の リ ア ル タ イ ム な 水 位 状 況 の

把 握 に 特 化 し た 水 位 計 で あ る 「 危 機 管 理 型 水 位 計 」 及 び 「 簡 易 型 河 川 監 視 カ メ

ラ 」 を 活 用 し た 監 視 体 制 の 充 実 を 図 る と と も に , 雨 量 - 河川水位の情報等にっ

い て , イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 端 末 , 地 上 デ ジ タ ル 放 送 ( デー タ 放 送 ) 等 を 積 極

的 に 活 用 し , わ か り や す く , か っ 迅 速 に 防 災 情 報 を 提 供 す る 。

今 後 と も , 必 要 な 情 報 を 分 か り や す く 伝 え , 注 意 喚 起 す る と と も に , 防 災 訓

練 や 学 習 に 働 き か け る こ と で ,  住民の適切な行動を促すょうに努める。
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化 す る 流 域 住 民 の ニ ー ズ に 反 映 し た 河 川 整 備 を 進 め て い く た め に は ,  関

及び流域住民の理解と協力が不可欠である。

ため,  住 民 に 対 し 河 川 整 備 に 関 す る 様 々 な 情 報 を 広 く ホ ー ム ペ ー ジ 等 を

意 見 を 求 め ,  必 要 に 応 じ て 計 画 を 見 直 し て い く も の と す る 。

情 報 の 提 供 と し て ,  圈域の全市町村で洪水ハザー ド マ ツ プ を 作 成 し ,  ホ

:ー ジ で 公 表 す る と と も に ,  住 民 に 配 布 し て い る 。

, 茨 城 県 で は ,  雨 量 ・ 河 川 水 位 の 情 報 に っ い て ,  イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯

よ る リ ァ ル タ イ ム の 情 報 提 供 を 行 つ て い る 。

し も ,  必 要 な 情 報 を 分 か り や す く 伝 え ,  注 意 喚 起 す る と と も に ,  防災訓

雪 に 働 き か け る こ と で , 住 民 の 適 切 な 行 動 を 促 す よ う に 努 め る 。
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2.  超過洪水対策等

各河川の流下能力を上回る洪水による溢水・破堤等の被害を最小限に抑える

ため, 人命・財産への被害軽減を優先的に考え,  河 川 改 修 等 の ハ ー ド 対 策 と 併

せ て ソ フ ト 対 策 の 積 極 的 な 推 進 を 図 る 。

出 水 時 に お い て 迅 速 な 水 防 活 動 が 行 え る よ う , 国 や 市 町 村 , 水 防 団 体 等 と 連

携 し ,  水防訓練の実施や水防資材の確認等, 日頃から水防体制の充実を図ると

と も に , 洪 水 ハ ザ ー ド マ ツ プ の 周 知 等 , 警 戒 避 難 体 制 の 充 実 ・ 強 化 の 取 り 組 み

に っ い て も 推 進 を 図 る 。

ま た , 水 位 情 報 周 知 河 川 の 指 定 , 洪 水 浸 水 想 定 区 域 図 の 作 成 ・ 公 表 を 行 う

と と も に , 減 災 対 策 協 議 会 等 の 仕 組 み を 活 用 し , 洪 水 ハ ザ ー ド マ ツ プ の 作 成

支 援 , 避 難 勧 告 の 発 令 に 着 目 し た タ イ ム ラ イ ン ( 水 位 予 測 に 基 づ く 行 動 ) の

作 成 ・ 改 善 や ,  自 治 体 へ 情 報 提 供 等 を 行 う ホ ッ ト ラ イ ン の 構 築 , 住 民 一 人 一

人 の 防 災 行 動 を あ ら か じ め 定 め る マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 作 成 支 援 等 を 通 じ て ,

関係市町村と連携し,  警 戒 避 難 態 勢 の 充 実 ・ 強 化 を 図 つ て い く 。  ま た ,  不動

産関係団体への水害リスク情報の提供と周知協力の推進を図る。

ダムにっいては, 水害の激甚化や治水対策の緊要性等を勘案し, 緊急時に

お い て 既 存 ダ ム の 有 効 貯 水 容 量 を 洪 水 調 節 に 最 大 限 活 用 で き る よ う ,  関係機

関 と の 連 携 の 下 ,  事前放流の実施要領の策定など必要な措置を講じる。

久慈川本川等の内水対策にっいては, 国及び市町村等関係機関の協力を得

な が ら 取 り 組 ん で い く も の と す る 。

3. 流域全体を視野に入れた総合的な河川管理

都市化に伴う洪水流量の増大, 河川水質の悪化, 湧水の枯渇等による河川

水量の減少等に対し,  水 循 環 基 本 法 の 理 念 を 踏 ま え な が ら ,  圏域全体を視野

に入れた総合的な河川管理が必要である。

な ぉ , 雨 水 を 一時 貯 留 し た り , 地 下 に 浸 透 さ せ た り と い う 水 田 の 機 能 の 保

全や主に森林土壌の働きにより雨水を地中に浸透させ,  ゆ っ く り 流 出 さ せ る

と い う 森 林 や 水 源 林 の 機 能 の 保 全 に っ い て は ,  関係機関と連携しっつ,  推進

を 図 る 努 力 を 継 続 す る 。
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2. 洪水対策

各河川の流下能力を上回る洪水による溢水・破堤等の被害を最小限に抑える

た め ,  人命・財産への被害軽減を優先的に考え,  河 川 改 修 等 の ハ ー ド 対 策 と 併

せ て ソ フ ト 対 策 の 積 極 的 な 推 進 を 図 る 。

出 水 時 に お い て 迅 速 な 水 防 活 動 が 行 え る よ う ,  国 や 市 町 村 , 水 防 団 体 等 と 連

携 し ,  水防訓練の実施や水防資材の確認等, 日 頃 か ら 水 防 体 制 の 充 実 を 図 る と

と も に , 洪 水 ハ ザ ー ド マ ツ プ の 周 知 等 , 警 成 避 難 体 制 の 充 実 ・ 強 化 に っ い て も

推 進 を 図 る 。
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4 地 域 活 動 ・ 環 境 教 育 等

河川の美化活動等に取

に 協 力 , 支 援 を 行 う 。

ま た , 学 校 に お け る 総

活 動 を 支 援 す る 等 , 治 水

に , 河 川 に 関 わ る イ べ ン

す る 意 識 を 高 め る 。

こ れ ら 河 川 に 関 わ る 活

く 紹 介 し て い く 。_-- -i _-l:_一一 -
a ,ah .a

f )支援

り 組 ん で い る 団 体 等 に っ い て ,  今 後 と も こ れ ら の 活 動

合学習や, 地域団体が行つている子供達への自然体験

, 利 水 , 河 川 環 境 に 関 す る 知 識 の 周 知 に 努 め る と と も

ト や 観 光 等 を 通 じ て ,  流域住民の河川愛護, 美化に対

変
動にっ し 更 報 誌 や イ ン タ ー ネ ッ ト 等 を 通 じ て 広
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3. 地域活動・環境教育等の支援

河川の美化活動等に取り組んでいる団体等に

に協力, 支 援 を 行 う 。

ま た , 学 校 に お け る 総 合 学 習 や , 地 域 団 体 がt

活 動 を 支 援 す る 等 , 治 水 , 利 水 , 河 川 環 境 に 関 、一

に , 河 川 に 関 わ る イ ベ ン ト や 観 光 等 を 通 じ て , 、1

す る 意 識 を 高 め る 。

こ れ ら 河 川 に 関 わ る 活 動 に っ い て は ,  広報誌一

く 紹 介 し て い く 。
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ア ュ の っ か み ど り 大 会  ャ マ メ の 稚 魚 放 流

(大子町 久 慈 川 ・ 押 川 )  (常陸太田市 山田川)
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